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平成２７年度

第１６回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 大分県教育功労者表彰規則の一部改正について

第２号議案 平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針等

について

第３号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①公立学校職員の検定中教科書に係る不適切な対応について

（３）協 議

①平成２８年度実習助手選考試験について

（４）その他
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【内 容】

１ 出席者

委 員 教育長 工 藤 利 明

委員 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 松 田 順 子

委員 首 藤 照 美

委員 高 橋 幹 雄

欠席委員なし

事務局 教育次長 宮 迫 敏 郎

教育次長 落 合 弘

教育次長 大 城 久 武

参事監兼教育財務課長 岡 田 雄

参事監兼高校教育課長 岩 武 茂 代

教育改革・企画課長 能 見 駿一郎

教育人事課長 藤 本 哲 弘

福利課長 姫 野 浩 之

義務教育課長 後 藤 榮 一

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

社会教育課生涯学習推進班参事（総括） 阿 南 典 久

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 野 尻 明 敬

体育保健課長 蓑 田 智 通

教育改革・企画課主幹 伊 藤 功 二

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 １０ 名
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開会・点呼

（工藤教育長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２７年度 第１６回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（工藤教育長）

本日の議事録の署名委員でございますが、首藤委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（工藤教育長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりです。

会議の終了は１４時４０分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（工藤教育長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第３号議案及び協議の①については、人事に関する案件ですので、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項ただし書の規定

により、これを公開しないことについて委員の皆さんにお諮りいたしま

す。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、第３号議案及び協議の①については、非公開といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【議 案】

第１号議案 大分県教育功労者表彰規則の一部改正について

（工藤教育長）

それでは、第１号議案「大分県教育功労者表彰規則の一部改正につい

て」提案しますので、能見教育改革・企画課長から説明いたします。

（能見教育改革・企画課長）

第１号議案「大分県教育功労者表彰規則の一部改正について」説明い

たします。

３ページの資料１をご覧ください。「３ 改正の理由」の２つ目のパ

ラグラフにありますとおり、教育功労者表彰と知事表彰の接続を図るた

め、スポーツ分野において功績があったものについても表彰対象に加え

たいと考えております。前回ご協議いただいた「体育」と「スポーツ」

の概念整理を踏まえ、「２ 改正の内容」にありますとおり、規則第１

条第４号の「体育の振興又は学校保健の向上について功績の顕著なるも

の」を「スポーツの振興について功績の顕著なるもの」と改めるべく、

提案させていただくものです。

「体育」と「スポーツ」の概念整理については、４ページの資料２に

基づき、前回もご説明をさせていただきましたが、その際ご質問のあり

ました「社会体育」と「教育以外のスポーツ」の区分について追加的に

スポーツ庁に確認をいたしました。その回答によれば、「社会体育」に

該当するものとして例えば教育委員会が主催する競技会などが、「社会

体育」に該当しないものとして例えばトップアスリートによる競技など

が挙げられ、スポーツの内容・種別ではなく、その主体や目的によって

一定の整理はあるようですが、その境界は組織的な教育としての性質の

有無・濃淡という極めて観念的なものであるため、両者を明確に区分で

きるような定義は設けられていない、とのことです。

以上でございます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。



- 5 -

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（工藤教育長）

よろしいでしょうか。

それでは、ご意見等ないようですので、第１号議案の承認についてお

諮りいたします。第１号議案について承認される委員は挙手をお願いし

ます。

（採 決）

（工藤教育長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

第２号議案 平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針等について

（工藤教育長）

それでは、第２号議案「平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事

異動方針等について」提案しますので、藤本教育人事課長から説明いた

します。

（藤本教育人事課長）

第２号議案「平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針等

について」説明いたします。

資料２ページをご覧ください。平成２０年度の不祥事を受けて、同年

調査結果報告書がとりまとめられ、その中で教職員の人事管理等の見直

しについても言及されているところです。平成２１年度からこれまでの

人事異動方針等の変遷・経緯について説明いたします。まず、市町村立

学校の方をご覧ください。平成２０年度の不祥事を受けた調査結果報告

書の中で３点言及がありました。１点目は教職員の広域人事の推進、そ

の中で人事計画を見直すべきだという点、２点目は人事評価システムの

確立、３点目は人事管理電算システムの導入、このような３点について

の言及がありました。

それを受けまして、平成２１年度は人事異動方針を全面改定いたしま

した。特に、教職員人事に関する情報管理の徹底と職員団体や教育団体

等外部からの要請の排除を基本方針の中に盛り込み、広域人事異動を推

進してきました。平成２２年度もそのような観点から取り組み、大きく

変わったのは平成２３年度の人事異動方針からです。それまでは、毎年
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度、人事異動方針として、翌年度の人事異動の基本的な考え方を示して

いました。また、人事異動方針とは別に、教職員人事計画というものが

ありました。教職員人事計画は、昭和４０年に策定され、市町村合併に

よる人事地域、市町村の見直し等があった以外は、基本的な考え方は変

わらずに受け継がれていましたが、平成２３年度人事異動方針策定の際

に教職員人事計画を廃止し、人事異動方針に基づく教職員人事異動実施

要綱を新設しました。何のために廃止・新設したかと申しますと、教職

員が切磋琢磨する環境の醸成、これを人事異動を通じて行なうべきであ

るためです。観点としては３つあります。人材の育成と活用、校長のリ

ーダーシップの確保、教職員の意識改革です。この３点を中心に人事異

動を通じて、教職員が切磋琢磨する環境の醸成に取り組んでいるところ

です。さらに、同一校の在職年数は基本的に６年としていたところを、

原則として３年から６年、適材適所の観点から３年未満でも異動するこ

とがあるとしたところです。

２４年度の人事異動方針では、人事異動を通じた人材の育成というも

のを盛り込みました。

また、２６年度からは、県全体の学校力の向上のため、若年期、新採

用から概ね１０年以内の教職員を中心とした広域人事の一層の推進と併

せて、管理職選考を資格試験化し、常に意識を持った人材を確保してい

くこととしました。昨年度は、適正な校内人事の推進に向け学級担任は

正規職員とし、異動の中でその環境を整理するということを盛り込みま

した。このように市町村立学校では、２１年度以降改革を進めてきたと

ころです。

県立学校でも同様に、小・中学校の教職員人事計画に相当するものと

して、県立学校人事異動要領及び特別支援学校人事異動要領というもの

がありましたが、これらも平成２３年度に廃止し、人事異動方針に基づ

く人事異動実施要綱を策定しています。２３年度の人事異動方針以降、

基本的には小・中学校と同様な考え方で、同一校在職年数を７年として

いたものを３年以上は異動の対象とし、適材適所の人事を進めるという

形で現在に至っております。昨年度の異動方針の中では、学級担任の正

規職員化等を方針の中に盛り込んだところです。

次に、平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針案につい

て、ご説明いたします。３ページから８ページまでは、今年度の人事異

動方針を載せています。９ページ以降に新旧対照表を載せていますので、

これを使って説明をさせていただきます。

資料９ページ「第１ 基本方針」をご覧ください。１０月に大分県長

期総合計画が策定され、これをもとに現在、大分県長期教育計画の策定

に取り組んでいます。大分県長期教育計画の基本理念については、「生

涯にわたる力と意欲を高める『教育県大分』の創造」です。この長期教

育計画は平成２８年度から９年間にわたる計画であり、この計画を実効
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性のあるものにするために、この長期教育計画の基本理念を踏まえたう

えで、教職員の異動についても取り組んでいくということで、今回基本

方針に盛り込みました。あわせて、国の動きとして高大接続の関係、大

分県の中での動きとして教育大綱の策定、来年度の県政推進指針等々の

改定を踏まえるとともに、今日の教育情勢を取り巻く社会情勢の中で、

グローバル化、ＩＣＴの活用等も踏まえ異動を考えていく必要もあるこ

とから、ここに盛り込みました。

また、「平成２０年の不祥事以降県民の信頼回復に向けて続けてきた

様々な教育改革をさらに積み重ね、信頼される学校づくりを進めていく」

ことについては、平成２０年の事件を忘れることなく改革に取り組んで

いく姿勢を盛り込みました。「組織づくり」、「人づくり」から、組織力

の向上、教職員の資質向上を図るために、教職員評価システムを積極的

に活用し、適切に給与に反映することを盛り込んだところです。

基本方針の考え方の７項目については、大きな変更はありません。１

点目につきまして、「『芯の通った学校組織』活用推進プラン」を踏まえ

て、適正な校内人事を含む教職員人事を通じた教育改革・学校改革を進

めるとしています。７点目の教職員人事全般に関して、知り得た情報の

管理については、引き続き厳守させていきたいと考えています。

「第２ 人事異動」では、１番目の校長及び教頭等への任用等にあた

っては、「『芯の通った学校組織』活用推進プラン」の全体像を十分に理

解するとともに、主任制度などの趣旨を踏まえ、学校改革に取り組む意

欲に富んでいる者を任用していきたいと思います。

次に１０ページをご覧ください。「２ 新採用」につきましては、年

度の更新のみで特に修正はありません。

「３ 転任等」につきましては、「（１）市町村立学校 ①」の最後、

「教職員の人材育成の観点から、地域間・校種間・職種間の異動、教職

大学院への派遣など多様な経験を積ませる人事異動の推進」ということ

で、大分大学等の教職大学院への派遣を盛り込みました。

「（２）県立学校」についても、「①」の最後に、「教職員の人材育成

の観点から、校種間・異なる規模校間の異動、教職大学院への派遣など

多様な経験を積ませる人事異動の推進」を追加したところです。これま

では、「②」「③」が同様の内容となっていましたのでこれを削除し、「①」

の最後に盛り込みました。「④」では、「学校事務職員については、総務

事務システムの導入を踏まえ、財務指導体制の強化や人材育成と活用等

を念頭において配置する。」ことを新たに加えたところです。

「第３ 副校長、主幹教諭、指導教諭の配置」では、「各学校におけ

る教育課題の解決・目標達成に向けた組織的な取組を充実・強化する」

ため、必要と認める学校に副校長、主幹教諭、指導教諭を効果的に配置

するということで記述をし、主幹教諭、指導教諭の配置数の増加も図っ

ていきたいと考えています。
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「第４ 退職」につきましては、昨年度と変更ありません。

続きまして、１１ページの「平成２８年度 大分県公立小・中学校教

職員定期人事異動実施要綱」についてですが、人事地域の考え方で新た

に「Ｇ」と「Ｆ」、採用前の臨時講師の経験が７年以上ある場合と他県

での教員歴が５年以上ある場合には、新採用後の１０年３地域の１地域

とみなすことを盛り込みました。これは、平成２７年度の人事異動の中

でも通知し実施していたものです。それ以外につきましては、特に変更

はありません。

最後に１２ページをご覧ください。「平成２８年度 大分県立学校教

職員定期人事異動実施要綱」についてですが、大きく変更等はありませ

ん。

この「人事異動方針」、それに基づく「人事異動実施要綱」につきま

しては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第３８条に定められ

ております県費負担教職員の標準的な在職期間、任用に関する基準を任

命権者である大分県教育委員会が規定するものです。

以上でございます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について、審議を行います。ご質問・

ご意見等のある方はお願いします。

（林職務代理者）

今回の変更で、更に前向きになっていると思います。

再雇用制度についてですが、いろいろな課題に対応するため、２人体

制による指導等様々な形式での指導が行われていますが、その際の臨時

講師や育休代替が見つからないケースがあると聞きますので、再任用を

もっと活用できればと思いますが、退職された教員の希望はどうですか。

（藤本教育人事課長）

今後１０年間で約半数の教職員が退職しますので、指導方法の引継ぎ

を適切に行うため、経験のある方に勤務してもらいたいと思いますが、

小学校では学級担任を遠慮する方もいます。また、再任用は正規職員で

あり臨時講師比率も改善できますので、積極的に再任用の活用を行って

いきたいと思います。

（林職務代理者）

積極的に進めていただきたいと思います。

（松田委員）

大分大学に教職大学院が設置されます。前回の教育委員会会議で教職
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大学院で学んだ方は管理職への登用が有利になるとお伺いしました。教

職大学院で学ぶことにより個人の資質向上は図れる一方で組織力をどう

高めていくか、そこが課題ではないかと思います。

また、人事評価がＤ、Ｅの教職員の学びはどうするのでしょうか。大

学院などで研修を受けたい人もいれば、研修に熱意のない人もいます。

そういう人の対応をどうするのか、どう組織内でバランスよく力を付け

ていくのかだと思います。教職大学院派遣はいつ決まるのでしょうか。

先ほど、再任用に関する意見がありましたが、高校では各教科で希望

を取ると聞きます。小中学校では、担任をもつのが難しいという問題が

ありますので、教科を主にして再任用を進めていけば、かなりの人が残

るのではないでしょうか。

（藤本教育人事課長）

まず教職大学院等の派遣については現在募集中です。４月から派遣で

きるよう進めていきたいと考えています。

学校の組織の中での育成という点につきましては、「芯の通った学校

組織」の取組の中で校長、教頭を管理職としたミドルアップダウンマネ

ジメント、目標達成に向けたマネジメントを進めていますので、教職大

学院で学んだことが活かせるような組織が定着できればと思います。

人事評価がＤ、Ｅの教職員の研修につきましては、特別支援プログラ

ム及びそれに準ずるプログラムにおいて、個を重点的に改善するプログ

ラムを実施しているところです。

小中学校での再任用の教科での採用につきましては、市町村教育委員

会と連携して工夫を行いながら、確保できるよう対応していきたいと考

えています。

（岩崎委員）

従前の流れからしても今回の人事異動方針は適切な内容だと思います

ので、積極的にこの方向性をもって取り組んでいただきたいと考えます。

県教育委員会は、資料２ページにあるとおり、平成２０年の事件を受け

て、人事管理の見直しとして３つの方針を打ち出しました。その１つの

「人事評価システムの確立」については、学校現場でも取り組んでいた

だき、県教育委員会としても可能な限り人事評価をきちんとやってきた

のではないかと思います。今回、法改正により人事評価結果を給与に反

映することになりました。これまで県教育委員会が行ってきた人事評価

を給与にきちんと反映することになるということは人事管理のあり方と

して非常に重要なことだと思います。

そこで質問ですが、人事評価の結果が適切に人事や給与に反映される

ということは、人事評価がきちんとなされていることが前提です。この

人事評価が適切になされているという認識でよいのか、人事評価が適切
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になされることを担保する制度はどのようなものがあるのかを教えてく

ださい。

（藤本教育人事課長）

人事評価につきましては、平成２１年度に試行、平成２２年度から本

格実施しています。評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの相対評価で行われ、Ａ

が１０％以内、Ｂが２０％以内、それ以外は残りの部分という分布率で、

頑張っている教職員にはＡやＢの評価が付けられています。それを人事

異動に限らず研修や昇任に反映させるにあたっては、過去５年間の蓄積、

複数の目で見られた結果が人事に反映されますので、ある程度制度とし

て担保されていると考えています。それが今後は給与にも反映されるこ

とになりますので、より精度をあげていきたいと思います。

（岩崎委員）

相対評価ですので、それぞれ学校等で相対評価によるばらつきが出る

のではないかと思いますが、それを公正・公平な評価に結びつけていか

ないと、問題になり得るのではないかと思います。そこをきちんとする

ためには、管理職が人事評価が重要だという認識を持って教職員を評価

するという前提が必要になります。平成２３年から人事評価結果の活用

が始まりましたが、これまでに学校現場で問題はありませんでしたか。

これまでは人事異動等に活用してきたわけですが、それが給与にも反

映されるとなると、人事評価システムの意義をきちんと認識していない

管理職がいた場合、問題が出るのではないかと危惧しています。そこは

大丈夫でしょうか。

（藤本教育人事課長）

これまでも人事評価システムが人材育成のためのひとつのツールであ

ることを研修を通じて管理職に指導してきました。これから給与への反

映が始まりますので、適切な評価が行われるよう管理職への研修・指導

をさらに行なっていきたいと思います。

（岩崎委員）

給与に反映することについて、職員団体の理解は得ていますか。

（藤本教育人事課長）

職員団体とは昨年度の交渉で妥結、合意しています。具体的な反映方

針につきましては、現在協議中です。

（工藤教育長）

評価者のスキルを上げることが大事ですので、そこをしっかりとやる
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ことは今後も変わりありません。きちんと運用していきたいと思います。

（松田委員）

人事異動や給料等に人事評価を取り入れるのは良いことですが、１学

年１学級の学校と生徒数の多い学校での評価は変わってくるのではない

かと思いますが、学校規模が異なる状況での５年間の評価ということに

なれば、人事異動は小規模校から大規模校へ、あるいはその逆も経験さ

せるような異動を考えていますか。

（藤本人事教育課長）

１０年３地域で標準規模以上の学校を経験させるようにしています。

その後の異動でも、その点を意識しています。市町村が変われば学校規

模も変わりますので、広域人事異動を推進していく中でもその観点を市

町村教育員会にもお願いしているところです。

（工藤教育長）

よろしいでしょうか。

それでは、第２号議案の承認についてお諮りいたします。第２号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第２号議案については、提案どおり承認します。

【報 告】

①公立学校職員の検定中教科書に係る不適切な対応について

（工藤教育長）

それでは、報告第１号「公立学校職員の検定中教科書に係る不適切な

対応について」藤本教育人事課長から報告いたします。

（藤本教育人事課長）

「公立学校職員の検定中教科書に係る不適切な対応について」報告い

たします。全国的に１１府県において、このようなことがあったと報道

されています。本県でも、大分市の５０歳代の校長が不適切な対応を行

ないました。
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資料の「２ 概要」にありますとおり、平成２６年８月２３日（土）

三省堂主催の「編集会議」に出席をしました。そこで、まだ検定される

前の教科書の意見を聞かれ、編集会議後に懇親会があり、この校長につ

きましては３０分程度出席したということです。三省堂からは、航空券、

大分空港と住居地とのバス代、ホテルの宿泊等が準備され、それに加え

て編集手当として５万円を三省堂から受領しました。この５万円につき

ましては、すでに三省堂の方に返納したということです。

経過としましては、平成２６年８月に三省堂主催の編集会議に参加し、

今年中学校の教科書採択がありましたが、この校長は大分市中学校教科

書採択事務調査研究員会英語種目部長という立場で、教科書の選定委員

会に教科書の内容を述べる立場にありました。８月に教科書の採択が決

定され、９月にこのような事案があったことが発覚いたしました。１０

月に大分市教育委員会から県教育委員会に報告がありました。

文部科学省は１０月３０日に三省堂及び教科書協会に対して、公文書

による指導を行ないました。

大分市教育委員会からは、教科書採択については適正に採択されたと

報告を受けています。

今後の対応につきましては、大分市教育委員会と十分に協議し、事実

確認を行い、適切に判断したいと考えています。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（岩崎委員）

報道によれば、大分市教育委員会は他に同じようなことがないかを調

査する予定はないということですが、過去に同じような問題がなかった

かどうか、情報があるのでしょうか。

（藤本教育人事課長）

情報はありません。

（岩崎委員）

事実確認がなされた上で、県教育委員会としての対応も必要になると

思いますので、具体的な内容がわかった段階で報告していただきたいと

思います。

（工藤教育長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、
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公開でその他、何かございませんか。

では、先に非公開と決定しました議事を行いますので、関係課室長の

み在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第３号議案 教職員の懲戒処分について

（工藤教育長）

それでは、第３号議案「教職員の懲戒処分について」提案しますので、

藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、第３号議案の承認についてお諮りいたします。第３号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第３号議案については、提案どおり承認します。

【協 議】

①平成２８年度実習助手選考試験について

（工藤教育長）

それでは、協議の①「平成２８年度実習助手選考試験について」藤本
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教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ご質問・ご意見のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

ご意見を踏まえて、進めてまいりたいと思います。

（工藤教育長）

それでは、その他、何かございませんか。

ないようですので、これで平成２７年度第１６回教育委員会会議を閉

会します。

お疲れ様でした。



平成27年度第16回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２７年１１月４日（火）

１３：３５～１４：４０

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 大分県教育功労者表彰規則の一部改正について

第２号議案 平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針等

について

第３号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①公立学校職員の検定中教科書に係る不適切な対応について

（３）協 議

①平成２８年度実習助手選考試験について

（４）その他

４ 閉 会
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○

大
分
県
教
育
功
労
者
表
彰
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
新
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対
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表

新
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一
条
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又
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該
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認
め
ら
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す
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。
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。

一
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更
な
し
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一
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年
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事
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績
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二
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更
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事
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特
に
そ
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げ
て
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の
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又
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績
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績
の
顕
著
な
る
も
の

六

（
変
更
な
し
）

六

学
校
の
支
援
に
つ
い
て
功
績
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）
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な
る
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）
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そ
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他
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く
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（
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略
）
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略
）

第
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略
）

第
五
条
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略
）

第
五
条

（
省
略
）
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大分県教育功労者表彰規則の一部改正について

１ 大分県教育功労者表彰の概要

大分県教育功労者表彰は、本県教育の振興に功績のあった団体又は個人を対象とした

表彰である。各市町村教育委員会や県立学校等へ推薦依頼を行い、教育委員会で選考の上、

毎年１１月３日（文化の日）に表彰式を開催している（大分県功労者表彰と併せて開催）

２ 改正の内容

被表彰者の要件の見直し（第１条第４号関係）

（現 行） 四 体育の振興又は学校保健の向上について功績の顕著なるもの

（改正案） 四 スポーツの振興について功績の顕著なるもの

３ 改正の理由

これまで慣例的に、大分県教育功労者表彰では学校体育及び学校保健に係る功労者を

表彰の対象とし、いわゆる社会体育や競技スポーツに係る功労者については大分県功労

者表彰（知事表彰）の対象としてきた。

しかし、この度、教育功労者表彰のうち学校教育関係枠の表彰再開の機を捉え、教育

功労者表彰における社会教育枠や文化枠との均衡を図るとともに、知事表彰との接続を

図るため、スポーツ分野（教育委員会所管分）において功績のあったものについても教

育功労者表彰の対象に加えることとしたい。

ここで、「体育」という用語に関し、従前は学校体育、社会体育及び競技スポーツ等

を包含する上位概念と捉えられていたが、今日的には、むしろ「スポーツ」が「体育」

をも包含する概念と整理されていることを踏まえ、上記２の規則改正を行いたい。

なお、学校体育及び学校保健に係る功労者については、次期長期教育計画（素案）に

おける整理も踏まえ、改正後は規則第１条第２号（学校教育関係）又は同条６号（学校

支援関係）を適用する。

４ 施行期日

公布の日から施行（平成２８年の表彰から適用）する。

資料１

［第１号議案］
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資料２　　　　

○文部省設置法第５条（平成１１年廃止）では、次のように規定

文部省の所掌事務は、次のとおりとする。
五十五　 イ　体育（スポーツを含む。）の振興

社会体育
教育以外の
スポーツ

教育としての体育

　　

○文部科学省設置法第４条（平成１１年制定）

文部科学省は、…（略）、次に掲げる事務をつかさどる。
七十六　　スポーツの振興に関する企画及び立案並びに援助及び助言に関すること。

社会体育
教育以外の
スポーツ

「体育」と「スポーツ」の関係について

学校体育
スポーツ

学校体育

体育

○体育とは

適切な運動の実践を通して身体

の健全な発達を促し、運動能力や

健康な生活を営む態度などを養う

ことを目的とする教育。

（デジタル大辞泉より）

日常的には教育活動を伴うもの

として捉えられている。

○スポーツとは

一般的に運動競技、身体活動、

余暇などを含む広い意味として用

いられている例が多い。

体育の概念図（文部省設置法の場合）

スポーツの概念図

スポーツ
今日的には、一般的に「スポーツ」

の方が「体育」をも包含する身体活

動全般として位置づけられている。

※ 文部省設置法における「体育」は、スポーツを包含しており、単なる「教育としての体育」よりも広い

概念で整理されている。

※旧文部省における、体育がスポーツを包含するという上位概念の考え方と、一般的・日常的に使

われているスポーツの概念が合致しないことから、その統一を図るため省庁再編の際に「体育（ス

ポーツを含む。）」（文部省設置法）を「スポーツ」（文部科学省設置法）に改めている。

（スポーツを含む。）

の規定により付加

された部分

［第１号議案］
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○大分県教育功労者表彰規則
（昭和二十九年大分県教育委員会規則第九号）

第一条 団体又は個人で左の各号の一に該当すると認められるものは、この規則により県

教育委員会が表彰する。

一 多年教育に従事しその成績顕著なるもの

二 教育職員で教職又は専門の事項について研究し、特にその成果をあげているもの

三 社会教育の振興について功績の顕著なるもの

四 体育の振興又は学校保健の向上について功績の顕著なるもの

五 文化の振興又は文化財の保護について功績の顕著なるもの

六 学校の支援について功績の顕著なるもの

七 教育事業に私財を寄附しその功績の顕著なるもの

八 その他教育発展のために著しく功労のあつたもの

第二条 前条の表彰は毎年十一月三日に行う。但し、必要のあるときは随時行うことがで

きる。

第三条 この規則により表彰されるものには、その功績をしるした表彰状又は表彰状と金

品をあわせて贈与する。

第四条 市町村教育委員会、本庁の各課長、室長及び局長、各教育事務所長並びに県立学

校長は、第一条に該当するものがあると認めたときは左の事項を調査し、県教育委員会

に具申するものとする。

一 団体についての調査事項

イ 所在地及び名称

ロ 役員の氏名

ハ 設立年月日、組織及び沿革の概要

ニ 功績顕著と認める事項

ホ その他参考となる事項

二 個人についての調査事項

イ 現住所、職業、氏名及び生年月日

ロ 略歴及び賞罰

ハ 功績顕著と認める事項

ニ その他参考となる事項

第五条 この規則に定めるものの外必要な事項は別に定める。

参考１
［第１号議案］
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大分県教育功労者表彰規則（教育委員会規則第９号）に基づく

大分県教育功労者表彰選考について（内規）

平成２４年４月教育長決裁

１ 教育行政関係（規則第一条の一関係）

・教育委員会委員や教育機関等の職員で、長年教育の振興に功績が顕著であ

ると認められる者を対象とする。

・市町村については、当該市町村のみならず、本県教育の振興等に功績が顕

著であると認められる者を対象とする。

２ 学校教育関係（規則第一条の二関係）

・学校現場における職務又は専攻科目の研究について、特にその成果が顕著

な教職員を対象とする。

※校長会の会長など、単なる職指定のみを理由として推薦はしないこと。

肩書きにとらわれず、真に功績が顕著な者がいれば推薦してください。

３ 社会教育関係者（規則第一条の三関係）

・本県社会教育の振興等に功績が顕著であると認められる個人又は団体を対

象とする。

※同種の団体の中で、年齢若しくは経歴で順番が来たら推薦するような仕方

はしないこと。

４ 体育関係者（規則第一条の四関係）

・本県において、児童生徒の体力の向上又は体育及び学校保健の振興につい

て功績が顕著であると認められる個人又は団体を対象とする。

５ 文化関係（規則第一条の五関係）

・本県において、文化振興又は文化財の保護について功績が顕著な個人又は

団体を対象とする。

６ 学校支援関係（規則第一条の六関係）

・教職員以外の者で、児童生徒の就学や学校現場に対し支援している個人又

は団体を対象とする。

例・民間等で奨学金制度を設け、児童生徒の就学を支援している団体

・地域全体で児童生徒の学習指導に取り組み、学力向上に寄与している

団体

・特別支援を要する児童生徒に対し長年支援している者 など

７ 私財寄付者（規則第一条の七関係）

・紺綬褒章に準ずるが、寄附相当額は累計とする。

８ その他功労者（規則第一条の八関係）

・上記１～７に当てはまらない内容で、本県教育の振興に功績が顕著である

個人又は団体を対象とする。

・改正前の第５号「教育機関の施設並びに設備の整備について功績の顕著な

るもの」の該当者は第８号その他で扱うものとする。

参考２

［第１号議案］
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参考３　　　

○年齢３５歳以上 ・校長、園長又は教員の現職者

・現に教職員 ・教育関係従事３０年以上

・教職員経験１０年以上 　かつ現場歴２０年以上

（管理職は原則対象外）

３名（義務２名・高校１名）

１２名 ６７組

５名

文
部
科
学
省

教育者表彰優秀教員表彰

１２月頃

１０名

教育長・次長協議

選考委員会
・学校教育担当次長
・総務改革担当次長
・課長（改・企、人事、義務、特支、高
校）

学校教育に関し顕著な功績のあるもの
学校教育に関し顕著な功績のあるも
の

１１月下旬

表彰体系図

～退職前

名称
表彰時期
対象
条件

H２６年実績（人数）
選考方法

教職員及び行政職員
その他（一般県民等）

大
分
県

・個人５５歳以上

・団体関係者

　ア 県レベル役員１２年以上

　イ 市町村レベル役員１８年以上

・関係分野従事２５年以上

大分県功労者表彰（知事表彰）

１１月３日

（教育関係）
教育、スポーツ、学術又は文化の振興
に貢献し、その功労の著しいもの

教育長・次長協議

１１月頃
大
分
県
教
育
委
員
会

大分県教育に功績の認められるもの

大分県教育功労者表彰
（教育行政・学校教育関係者）

大分県教育功労者表彰
（教育行政・学校関係者以外）

３年以上にわたって教育実践の成果
のあるもの
（管理職は原則対象外）

多年教育に従事しその成績顕著なも
の、教職又は専門の事項について研
究し、特にその成果をあげているもの

教育委員会協議

１１月３日

教育委員会協議 教育委員会協議

教育実践の成果が顕著であり、かつ、
今後の精進が期待できるもの

大分県教育実践者表彰 大分県教育奨励賞（H22制定）

学校現場の第一線で成果を上げてい
る教職員や児童生徒、地域の方々等

８月最終週の月曜

－ ６名（個人５名・団体１）

教育長・次長協議

県や全国等の他の表彰を受けていな
いもの

１１月３日

社会教育・体育・文化の振興、学校の
支援、その他教育発展のために著しく
功績のあったもの

大分県教育に功績の認められるもの

［第１号議案］
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第

二

号

議

案

平

成

二

十

八

年

度

大

分

県

公

立

学

校

教

職

員

定

期

人

事

異

動

方

針

等

に

つ

い

て

平

成

二

十

八

年

度

大

分

県

公

立

学

校

教

職

員

定

期

人

事

異

動

方

針

及

び

平

成

二

十

八

年

度

大

分

県

公

立

小

・

中

学

校

教

職

員

定

期

人

事

異

動

実

施

要

綱

を

別

紙

の

と

お

り

決

定

す

る

。

平

成

二

十

七

年

十

一

月

四

日

提

出

大

分

県

教

育

委

員

会

教

育

長

工

藤

利

明

提

案

理

由

平

成

二

十

八

年

度

の

公

立

学

校

教

職

員

定

期

人

事

異

動

に

あ

た

り

、

そ

の

方

針

及

び

実

施

要

綱

を

定

め

た

い

の

で

提

案

す

る

。
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平
成
２
１
年
度
以
降
の
人
事
異
動
方
針
等
の
変
遷
概
要
（
市
町
村
立
学
校
）

(
人
事
異
動
方
針
等
）

（
平
成
２
０
年
度
不
祥
事
）

〔
調
査
結
果
報
告
書
（
２
０
年
８
月
２
９
日
）
〕

教
職
員
人
事
管
理
の
見
直
し

（
１
）
教
職
員
の
広
域
人
事
の
推
進
（
教
職
員
人
事
計
画
の
見
直
し
）

教
（
２
）
教
職
員
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

（
３
）
人
事
管
理
電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入

職 員
平
成
２
１
年
度
人
事
異
動
方
針
等

◎
人
事
異
動
方
針
の
全
面
改
定
（
教
職
員
人
事
に
関
す
る
情
報
管
理
徹
底
、

人
職
員
団
体
や
教
育
団
体
等
外
部
か
ら
の
要
請
排
除
等
）

◎
人
事
異
動
実
施
に
係
る
留
意
事
項
見
直
し

事
（
４
７
歳
以
上
の
地
域
間
異
動
適
用
除
外
、
人
事
地
域
間
異
動
４
０
ｋ
ｍ

か
つ
１
時
間
程
度
の
見
直
し
）

計
○
臨
時
講
師
比
率
是
正
の
た
め
、
広
域
人
事
を
一
層
推
進

人
画

平
成
２
２
年
度
人
事
異
動
方
針
等

○
市
町
村
立
学
校
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

事
○
全
県
的
視
野
に
立
っ
た
広
域
人
事
を
一
層
推
進

異
平
成
２
３
年
度
人
事
異
動
方
針
等

◎
教
職
員
人
事
計
画
を
廃
止
し
、
人
事
異
動
方
針
に

教
職
員
が
切
磋
琢
磨

人
基
づ
く
、
教
職
員
人
事
異
動
実
施
要
綱
を
新
設

す
る
環
境
の
醸
成

動
◎
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
人
事
評
価
結
果
の

事
全
面
活
用

①
人
材
の
育
成
と
活
用

◎
異
動
年
数

（
同
一
校在
職
年
数）
の
考
え
方

②
校
長
の

リ
ー
ダー
シ
ッ
プの

方
異

原
則
と
し
て
６
年
→

原
則
と
し
て
３
年
～
６
年

確
保

※
適
材
適
所
の
観
点
か
ら
３
年
未
満
で
も
可

③
教
職
員
の
意
識
改
革

動
針

平
成
２
４
年
度
人
事
異
動
方
針
等

実
◎
人
材
育
成
方
針
を
踏
ま
え
、
人
事
異
動
を
通
じ
た

人
材
育
成

施
◎
勤
務
拠
点
の
廃
止

○
人
事
地
域
の
見
直
し
（
離
島
、
二
豊
学
園
）

要
◎
若
年
期
（
新
採
用
か
ら
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
）

に
３
つ
以
上
の
人
事
地
域
経
験

綱

平
成
２
５
年
度
人
事
異
動
方
針
等

○
組
織
的
課
題
解
決
力
向
上
検
討
会
議
提
言
、
芯
の
通
っ
た
学
校
組
織

推
進
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
教
育
改
革
・
学
校
改
革
を
推
進

平
成
２
６
年
度
人
事
異
動
方
針
等

◎
県
全
体
の
学
校
力
の
向
上
等
の
た
め
に
、
若
年
期
（
新
採
用
か
ら
お
お
む
ね
１
０
年

以
内
）
を
中
心
に
広
域
人
事
を
一
層
推
進

◎
管
理
職
選
考
の
資
格
試
験
化

平
成
２
７
年
度
人
事
異
動
方
針
等

○
適
正
な
校
内
人
事
の
推
進
（
学
級
担
任
の
正
規
職
員
配
置
や
主
任
配
置
等
）

○
人
事
地
域
の
見
直
し
（
在
外
教
育
施
設
）

○
指
導
力
優
れ
る
教
職
員
の
再
雇
用
配
置
促
進

平
成
２
８
年
度
人
事
異
動
方
針
等
（
案
）

◎
人
事
評
価
結
果
を
人
事
に
積
極
的
に
活
用
し
、
適
切
に
給
与
に
反
映

○
主
幹
教
諭
・
指
導
教
諭
の
効
果
的
配
置

○
人
事
地
域
の
見
直
し
（
臨
時
講
師
経
験
、
他
県
教
員
）

平
成
２
１
年
度
以
降
の
人
事
異
動
方
針
等
の
変
遷
概
要
（
県
立
学
校
）

(
人
事
異
動
方
針
等
）

（
平
成
２
０
年
度
不
祥
事
）

特
〔
調
査
結
果
報
告
書
（
２
０
年
８
月
２
９
日
）
〕

別
教
職
員
人
事
管
理
の
見
直
し

県
支

（
１
）
教
職
員
の
広
域
人
事
の
推
進

立
援

（
２
）
教
職
員
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

学
学

（
３
）
人
事
管
理
電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入

校
校

人
人

平
成
２
１
年
度
人
事
異
動
方
針
等

◎
人
事
異
動
方
針
の
全
面
改
定
（
教
職
員
人
事
に
関
す
る
情
報
管
理
徹
底
、

事
事

職
員
団
体
や
教
育
団
体
等
外
部
か
ら
の
要
請
排
除
等
）

◎
全
県
的
視
野
に
立
っ
た
適
正
な
人
事

異
異

人
動

動
平
成
２
２
年
度
人
事
異
動
方
針
等

○
本
県
初
の
３
部
制
（
定
時
制
）
課
程
及
び
通
信
制
課
程
を
持
つ
爽
風
館
高

要
要

等
学
校
の
教
育
活
動
の
円
滑
化

事
○
統
合
さ
れ
る
別
府
地
区
特
別
支
援
学
校
の
教
育
活
動
の
円
滑
化

領
領

異 動
平
成
２
３
年
度
人
事
異
動
方
針
等

◎
教
職
員
定
期
人
事
異
動
要
領
を
廃
止
し
、
人
事
異
動
方
針
に
基
づ
く
、

教
職
員
人
事
異
動
実
施
要
綱
を
新
設

方
人

◎
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
人
事
評
価
結
果
の
全
面
活
用

◎
知
事
部
局
等
と
の
人
事
交
流
促
進

◎
異
動
年
数

（
同
一
校在
職
年
数）
原
則
と
し
て
７
年
→
３
～
６
年

針
事

平
成
２
４
年
度
人
事
異
動
方
針
等

◎
人
材
育
成
方
針
を
踏
ま
え
、
人
事
異
動
を
通
じ
た
人
材
育
成

異
○
行
政
区
を
市
町
村
単
位
に
変
更

平
成
２
５
年
度
人
事
異
動
方
針
等

動
○
組
織
的
課
題
解
決
力
向
上
検
討
会
議
提
言
、
芯
の
通
っ
た
学
校
組
織

推
進
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
教
育
改
革
・
学
校
改
革
を
推
進

実
○
学
校
教
育
目
標
の
達
成
と
学
校
活
性
化
を
図
る
た
め
、
教
職
員
人
事

異
動
公
募
制
度
を
導
入

施
平
成
２
６
年
度
人
事
異
動
方
針
等

○
人
事
異
動
公
募
制
度
の
拡
大

◎
管
理
職
選
考
の
資
格
試
験
化

要

平
成
２
７
年
度
人
事
異
動
方
針
等

○
適
正
な
校
内
人
事
の
推
進
（
学
級
担
任
の
正
規
職
員
配
置
や
主
任
配
置
等
）

綱
○
指
導
力
優
れ
る
教
職
員
の
再
雇
用
配
置
促
進

平
成
２
８
年
度
人
事
異
動
方
針
等

◎
人
事
評
価
結
果
を
人
事
に
積
極
的
に
活
用
し
、
適
切
に
給
与
に
反
映

○
主
幹
教
諭
・
指
導
教
諭
の
効
果
的
配
置

○
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
導
入
（
事
務
室
機
能
強
化
）

［第２号議案］
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平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針（案）
平成２７年１１月４日
大分県教育委員会議決

第１ 基本方針
今日の教育行政を取り巻く社会情勢は、少子高齢化による人口減少社会が到来していること

に併せ、グローバル化、ＩＣＴの進展や技術革新など、国内外問わず、予想を超えたスピード
で変化し多様化が進んでいる。
この状況に対処し、「生涯にわたる力と意欲を高める『教育県大分』の創造」を図っていく

には、県教育委員会としては、地方創生への流れをしっかりと捉え、内外の連携を強化し、平
成２０年の不祥事以降県民の信頼回復に向けて続けてきた様々な教育改革を更に積み重ね、信
頼される学校づくりを進めていくとともに、各学校、教職員が、社会情勢の変化を敏感に受け
止め、自ら謙虚に学び続け、子どもたちに本来の学びを実感させることができるよう、不断の
見直しによる学校改革を進めていく必要がある。
そのためには、教育行政の根幹ともいうべき教職員人事について、「組織づくり」と「人づ

くり」を担う人材の育成という使命に基づき、組織力の向上と教職員の資質向上を図る必要が
ある。組織力の向上については、学校教育目標の明確化、主任制度の徹底・活用など芯の通っ
た学校組織の取組の深化が求められる。また、教職員の資質向上については、教職員評価シス
テムによる人事評価（以下「人事評価」という。）結果を教職員の人事異動や校内人事に積極
的に活用し、適切に給与に反映することにより、適材適所の人事配置を推進することなどが必
要である。以上のことを踏まえ、適正かつ体系的な人事管理の確立に向けて、次の事項を基本
に行う。
１ 平成２６年１１月策定の「子どもの力と意欲の向上に向けた『芯の通った学校組織』活
用推進プラン」を踏まえ、適正な校内人事を含む教職員人事を通じた教育改革・学校改革
を進める。

２ 平成２３年１０月策定の大分県公立学校教職員の人材育成方針に沿って、人事異動を通
じた人材の育成を図る。

３ 教職員評価システムの人事評価結果や教職員一人ひとりの能力、適性、意欲等を踏まえ、
適材適所の人事配置を推進するとともに、平成２１年度以降の人事異動方針等の見直しの
趣旨を徹底する。

４ 県全体の学校力の向上及び教職員の意識改革と人材育成を図るため、校長や市町村教育
委員会の意見を聞きながら、広域人事を一層促進する。

５ 人事委員会との共同実施による管理職登用選考試験をはじめ、教職員人事作業の各段階
において、公正かつ適正な人事事務を執行する。

６ 教職員の意識改革を図るため、県教育委員会及び市町村教育委員会の事務局をはじめ、
知事部局等との人事交流を促進する。

７ 教職員人事全般（各学校における主任の任命や分掌の決定などを含む）に関して、職務
上知り得た情報の管理を徹底するとともに、職員団体や教育関係団体等外部からの不当な
要請・依頼等については、その趣旨を問わず、これらを一切受けない。

上記基本方針のもと、平成２８年度の定期人事異動については、次の方針により行うものと
する。

第２ 人事異動
１ 校長及び教頭等への登用

（１）校長及び教頭等への任用等にあたっては、次に掲げる「求める管理職像」を踏まえて行
う。
「芯の通った学校組織」活用推進プランの全体像を十分に理解するとともに、主任制度
などの趣旨をふまえ、学校改革に取り組む意欲に富んでいる者

（２）任用にあたっては、採用資格保有者名簿の上位の者から行うことを原則とする。ただし、
有効期間内の採用資格保有者名簿の上位の者であり、かつ人事評価等が別に定める水準以
上の者から優先して行うことを原則とする。
また、行政等からの任用にあたっては、別に定めるところにより校長及び教頭等として
任用される資格を有する者の中から行う。

（３）配置にあたっては、人事評価結果や「求める管理職像」等を踏まえながら、次の事項に
留意し、適任の者を配置する。
・校長にあっては、優れた識見と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有している
こと、指導力に富みマネジメント能力に秀でていること、具体的な学校経営ビジョン
を有していること等
・教頭にあっては、豊かな知識・経験と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有し
ていること、実践力・指導力に富みマネジメント能力を有していること、校長の示す
学校経営ビジョンを実現するために必要な責任感・企画力を有すること等
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・事務長・市町村立学校支援センター所長等にあっては、優れた識見と教育改革・学校
改革に対する確かな理念を有していること、指導力に富みマネジメント能力に秀でて
いること、学校事務を中心とする学校経営に手腕を有し実績を上げていること等

（４）民間人校長の登用にあたっては、その経験が学校経営に活かされ、波及効果が現れるよ
うに配置するとともに、適切な支援を行う。

２ 新採用
（１）平成２８年度大分県公立学校教員採用予定者名簿に登載された者の中から採用する。
（２）学校規模、地域性等を考慮しながら、全県的視野に立った均衡ある配置を行う。
（３）特別支援学校教諭（小学部・中学部）採用者は、県立の特別支援学校及び市町村立学校

の特別支援学級に配置を行う。

３ 転任等
教育のプロとして人材育成を図るため、キャリア形成を意識し、採用から早い時期に異な
る環境、多様な経験を積ませる。

（１）市町村立学校
①人事評価結果等を踏まえ、次のような課題に留意し、全県的視野に立った広域人事を一
層推進する。
・小・中学校間において、専科教員の兼務発令などにより小中連携を強化する人事異動
の推進

・年齢、免許等を考慮した教職員構成の適正化
・中学校における教科別教員構成の適正化
・小・中学校における特別支援教育の専門性向上のための教職員の人材確保と適正配置
・へき地学校における教職員の人材確保と適正配置
・臨時講師比率の地域間格差の是正
・教職員の人材育成の観点から、地域間・校種間・職種間の異動、教職大学院への派遣
など多様な経験を積ませる人事異動の推進

②学校支援センターについては、人事評価結果等を踏まえ、次のような課題に留意し、全
県的視野に立った広域人事を一層推進する。
・学校事務職員の人材育成と活用
・学校支援センターの機能向上のための人員配置

③学校事務職員及び養護教諭については、人材育成の観点から、県立学校等との人事異動
を促進する。

④学校事務職員については、係長級在級５年以上の者のうち、勤務成績良好な者を主査か
ら副主幹へ登用する。

（２）県立学校
①人事評価結果等を踏まえ、次のような課題に留意し、全県的な視野に立った適正な人事
を行う。
・年齢、免許等を考慮した教職員構成の適正化
・教科別教員構成の適正化
・同一校における勤務期間等
・教職員の人材育成の観点から、校種間・異なる規模校間の異動、教職大学院への派遣
など多様な経験を積ませる人事異動の推進

②学校教育目標の達成と学校活性化を図るため、教職員人事異動公募制度を実施する。
③学校事務職員及び養護教諭については、人材育成の観点から、市町村立学校等との人事
異動を促進する。

④学校事務職員については、総務事務システムの導入を踏まえ、財務指導体制の強化や人
材育成と活用等を念頭に置いて配置する。

⑤学校事務職員については、係長級在級５年以上の者のうち、勤務成績良好な者を主査か
ら副主幹へ登用する。

（３）特別支援学校については、市町村立学校からの異動者は原則として上記（１）の方針に、
それ以外の教職員は原則として上記（２）の方針に、それぞれ従う。

（４）県立中学校については、市町村立学校からの異動者は原則として上記（１）の方針に、
県立学校からの異動者は原則として上記（２）の方針に、それぞれ従う。
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第３ 副校長、主幹教諭、指導教諭の配置
校長がその指導力を発揮するとともに、各学校における教育課題の解決・目標達成に向けた

組織的な取組を充実・強化するため、必要と認める学校に副校長、主幹教諭、指導教諭を効果
的に配置する。
なお、主幹教諭の任用にあたっては、別に定めるところにより、教頭採用資格保有者名簿の

登載者の中から、名簿の有効期間中に限り、教頭に任用されない者を、主幹教諭として任用す
ることができるものとする。

第４ 退職
１ 希望退職者の募集等
別に定めるところにより行う。

２ 再雇用制度
再雇用希望者については、長年の勤務内容を考慮し、適材適所の観点から、教職員定数の
範囲内で再任用又は非常勤職員として配置する。
また、若手教職員の人材育成の観点から、指導力に優れる教職員の再雇用配置を促進して
いく。
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平成２８年度 大分県公立小・中学校教職員定期人事異動実施要綱（案）

平成２７年１１月４日

大分県教育委員会議決

１ 目 的

この要綱は、「平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針」に基づき、公立小・

中学校教職員の定期人事異動を実施するため必要な事項を定めるものとする。

２ 異動基準

（１）用語の定義

「広域的な異動」とは、（２）に示す人事地域間の異動をいう。

「標準規模以上の学校」とは、原則として小学校１０学級以上、中学校６学級以上の学

校をいう。

（２）人事地域

人事地域は次の１４地域とする。

１ 中津市 ２ 宇佐市 ３ 豊後高田市

４ 国東市・姫島村 ５ 杵築市・日出町 ６ 別府市

７ 由布市 ８ 大分市 ９ 臼杵市・津久見市

１０ 佐伯市 １１ 竹田市 １２ 豊後大野市

１３ 日田市 １４ 玖珠町・九重町

次に掲げる学校等については人事地域とみなす。

Ａ 離島（姫島）にある学校

Ｂ 大分県立大分豊府中学校

Ｃ 大分大学教育福祉科学部附属学校園

Ｄ 児童相談所

Ｅ 教育委員会事務局等

Ｆ 在外教育施設

Ｇ 採用前の臨時講師歴（大分県における県費負担の臨時講師歴（病気休暇代替

等を含む）の合計が７年（８４月）以上ある場合

Ｈ 他都道府県における教員歴（他都道府県の国公立学校の正規教員として５年

（６０月）以上勤務したことがある場合）

（３）管理職人事

① 全県的な教育水準の向上と均衡を図るため、これまでどおり広域的な異動を積極的に

推進するとともに、学校種別間及び行政等との異動に努める。

② 市町村立学校支援センター（以下「支援センター」という。）所長については地域ご

との課題に的確に対応できる人事配置を行う。

（４）一般教職員人事

① 人事評価結果や教職員一人ひとりの能力、適性、意欲を生かした人事配置に努める。

② 原則として同一校在職３年以上の者は異動の対象とし、特に同一校在職６年以上の者

は積極的に異動を推進する。

③ 早い時期に広域的な異動を経験させるものとする。原則として、新採用からおおむね
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１０年以内に３つ以上の人事地域を勤務するものとし、その間、標準規模以上の学校を

１校以上経験する。

④ 原則として、同一人事地域に１２年以上在職する者は、広域的な異動を積極的に推進

する。

⑤ 原則として、校内人事における学級担任は、正規職員を配置する。

⑥ 特別支援教育の一層の充実を図るため、特別支援学校との人事異動を推進し、異動後

の配置において、特別支援教育の中核となる人材を育成する。

⑦ 養護教諭については、原則として同一校在職３年以上の者を異動の対象とし、市町村

立学校、県立学校及び教育委員会との人事異動を促進する。

⑧ 学校事務職員については、原則として同一校及び同一支援センター在職３年以上の者

を異動の対象とし、市町村立学校、支援センター、県立学校及び教育委員会との人事異

動を推進する。

⑨ 学校事務職員は、別途定める配置基準に基づき配置する。

（５）新採用教職員人事

① 全県的視野に立ち配置する。

② 原則として標準規模以上の学校に配置する。

③ 原則として同一校在職３年以上の者は、広域的な異動の対象とし、積極的に推進する。

なお、平成２４年度以降の特別支援学校教諭（小学部・中学部）採用者で、市町村立

学校の特別支援学級に勤務する者については、原則として在職３年以上の者を異動対象

とし、県立の特別支援学校との人事異動を行う。

④ 学校事務職員は、教育委員会、市町村立学校または支援センターに配置する。
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平成２８年度 大分県立学校教職員定期人事異動実施要綱
（平成２７年１１月４日教育長決裁）

１ 目 的
この要綱は、「平成２８年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針」に基づき、大分

県立学校教職員の定期人事異動を実施するため必要な事項を定めるものとする。

２ 異動基準
（１）行政区

行政区は市町村単位とし、より一層の適材適所の配置に努める。
ただし、大分豊府中学校、定時制高校、通信制高校、教育委員会、大分大学教育
福祉科学部附属学校園等は、別行政区として扱う。

（２）管理職人事
① 各学校における特色ある教育活動の一層の充実を図るため、学校種別間及び課
程間、行政等との異動に努める。

② 事務長については、地域ごとの課題に的確に対応できる人事配置を行い、学校
と教育委員会事務局間との異動を推進する。

（３）一般教職員人事
① 人事評価等を踏まえ、教職員一人ひとりの能力、適性、意欲を生かした異動に
努める。

② 原則として、転任は行政区を変えるものとし、広域的な人事異動を推進する。
③ 原則として、同一校在職３年以上の者を異動の対象とし、以下の者の異動を推
進する。

Ａ ： 新採用の学校に３年以上在職する者
Ｂ ： ２校目の学校に３年以上在職する者
Ｃ ： ３校目以後の学校に６年以上在職する者

④ 教職員の適正配置及び人材育成の推進を図るため、採用から早い時期に普通科
高校と専門高校間の異動を推進する。

⑤ 特別支援教育の一層の充実を図るため高等学校から特別支援学校への異動を推
進する。

⑥ 新設校等の支援及び特色ある学校づくりの推進を図るため、別に定めるところ
により教職員人事異動公募制度を実施する。

⑦ 原則として、特別支援学校へ異動する者は、特別支援学校免許所有者とし、所
有していない者は、異動後に特別支援学校免許を取得することとする。

⑧ 課程間、校種間、教育委員会等との人事異動を推進する。
⑨ 養護教諭については、原則として同一校在職３年以上の者を異動の対象とし、
県立学校と市町村立学校及び教育委員会との人事異動を促進する。

⑩ 学校事務職員については、同一校在職３年以上で異動対象とし、教育委員会、
市町村立学校、市町村立学校支援センター等との人事異動を促進する。

⑪ 司書については、人材育成の観点から県立図書館等との人事異動を推進する。
⑫ 平成２４年度以降の特別支援学校教諭（小学部・中学部）採用者は、県立の特
別支援学校及び市町村立学校の特別支援学級との人事異動を推進する。

（４）新採用教職員人事
① 原則として、高等学校は、適正規模（１学年４学級以上）の学校に配置する。
② 特別支援学校教諭（小学部・中学部）採用者は、県立の特別支援学校及び市町
村立学校の特別支援学級に配置する。

（５）留意事項
① 学校運営上等の必要があれば異動対象者以外の異動を行う。
② 別府市立別府商業高等学校は、別府市の学校に準じる。
③ 定時制高校間及び同一行政区内の高校と特別支援学校の異動を認め、かつ行
政区を変更したものとして扱う。

④ 原則として、小・中学校・高等学校採用者の特別支援学校間（大分大学教育福
祉科学部附属特別支援学校を除く）異動は、行わない。

［第２号議案］
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大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
方
針

新
旧
対
照

現
行

平
成
２
８
年
度

平
成
２
７
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
方
針

平
成
２
８
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
方
針
（
案
）

平
成
２
６
年
１
１
月
４
日

平
成
２
７
年
１
１
月
４
日

大
分
県
教
育
委
員
会
議
決

大
分
県
教
育
委
員
会
議
決

第
１

基
本
方
針

第
１

基
本
方
針

県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
２
０
年
の
不
祥
事
を
受
け
て
、
県
民
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
各

県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
２
０
年
の
不
祥
事
を
受
け
て
、
県
民
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
各

種
試
験
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
始
め
と
す
る
様
々
な
教
育
行
政
の
改
善
策
を
こ
れ
ま
で
種
試
験
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
始
め
と
す
る
様
々
な
教
育
行
政
の
改
善
策
を
こ
れ
ま
で

着
実
に
実
施
し
て
き
た
。

着
実
に
実
施
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
改
革
は
、
学
校
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
基
盤
整
備
と
い
う

こ
れ
ら
の
改
革
は
、
学
校
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
基
盤
整
備
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
教
職
員
自
ら
が
、
教
育
本
来
の
目
的
で
あ
る
、
「
子
ど
も
た
ち
べ
き
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
教
職
員
自
ら
が
、
教
育
本
来
の
目
的
で
あ
る
、
「
子
ど
も
た
ち

が
夢
に
挑
戦
し
、
自
己
実
現
を
図
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
た
め
、
が
夢
に
挑
戦
し
、
自
己
実
現
を
図
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
た
め
、

常
日
頃
か
ら
改
革
・
改
善
の
視
点
を
も
ち
、
情
熱
を
も
っ
て
教
育
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
常
日
頃
か
ら
改
革
・
改
善
の
視
点
を
も
ち
、
情
熱
を
も
っ
て
教
育
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

く
必
要
が
あ
る
。

今
日
の
教
育
行
政
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
が
到

今
日
の
教
育
行
政
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
が
到

来
し
て
い
る
こ
と
に
併
せ
、
国
内
外
問
わ
ず
、
予
想
を
超
え
た
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
多
様
化
来
し
て
い
る
こ
と
に
併
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
や
技
術
革
新
な
ど
、
国
内
外

が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
状
況
に
対
処
し
、
打
ち
勝
っ
て
い
く
に
は
、
県
教
育
委
員
会
と
し
て
問
わ
ず
、
予
想
を
超
え
た
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

は
、
内
外
の
連
携
・
連
動
を
強
化
し
こ
れ
ま
で
の
改
革
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
学

こ
の
状
況
に
対
処
し
、
打
ち
勝
っ
て
い
く
に
は
、
「
生
涯
に
わ
た
る
力
と
意
欲
を
高
め
る

校
、
教
職
員
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
敏
感
に
受
け
止
め
、
自
ら
謙
虚
に
学
び
続
け
、
子
ど
『
教
育
県
大
分
』
の
創
造
」
を
図
っ
て
い
く
に
は
、
県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
地
方
創
生

も
た
ち
に
本
来
の
学
び
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
不
断
の
見
直
し
に
よ
る
教
育
へ
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
内
外
の
連
携
・
連
動
を
強
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
平
成
２
０

改
革
・
学
校
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

年
の
不
祥
事
以
降
県
民
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
続
け
て
き
た
様
々
な
教
育
改
革
を
一
層
推
進

す
る
更
に
積
み
重
ね
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
各
学
校
、
教

職
員
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
敏
感
に
受
け
止
め
、
自
ら
謙
虚
に
学
び
続
け
、
子
ど
も
た
ち

に
本
来
の
学
び
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
不
断
の
見
直
し
に
よ
る
教
育
改
革
・

学
校
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
育
行
政
の
根
幹
と
も
い
う
べ
き
教
職
員
人
事
に
つ
い
て
、
「
組
織
づ

そ
の
た
め
に
は
、
教
育
行
政
の
根
幹
と
も
い
う
べ
き
教
職
員
人
事
に
つ
い
て
、
「
組
織
づ

く
り
」
と
「
人
づ
く
り
」
を
担
う
人
材
の
育
成
と
い
う
使
命
に
基
づ
き
、
組
織
力
の
向
上
と
く
り
」
と
「
人
づ
く
り
」
を
担
う
人
材
の
育
成
と
い
う
使
命
に
基
づ
き
、
組
織
力
の
向
上
と

教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
組
織
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
目
標
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
組
織
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
目
標

の
明
確
化
、
主
任
制
度
の
徹
底
な
ど
目
標
達
成
に
向
け
て
組
織
的
に
取
り
組
む
芯
の
通
っ
た
の
明
確
化
、
主
任
制
度
の
徹
底
・
活
用
な
ど
目
標
達
成
に
向
け
て
組
織
的
に
取
り
組
む
芯
の

学
校
組
織
の
更
な
る
定
着
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、
教
通
っ
た
学
校
組
織
の
更
な
る
定
着
取
組
の
深
化
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
資
質
向

職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
人
事
評
価
（
以
下
「
人
事
評
価
」
と
い
う
。
）
結
果
を
教
職
員
上
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
人
事
評
価
（
以
下
「
人
事
評
価
」
と
い
う
。
）

の
人
事
異
動
や
校
内
人
事
に
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
題
解
結
果
を
教
職
員
の
人
事
異
動
や
校
内
人
事
に
積
極
的
に
活
用
し
、
適
切
に
給
与
に
反
映
す
る

決
に
向
け
た
適
材
適
所
の
人
事
配
置
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
題
解
決
に
向
け
た
適
材
適
所
の
人
事
配
置
を
よ
り
一
層

こ
と
を
踏
ま
え
、
適
正
か
つ
体
系
的
な
人
事
管
理
の
確
立
に
向
け
て
、
次
の
事
項
を
基
本
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
適
正
か
つ
体
系
的
な
人
事

行
う
。

管
理
の
確
立
に
向
け
て
、
次
の
事
項
を
基
本
に
行
う
。

１
平
成
２
６
年
１
２
１
１
月
策
定
予
定
の
「
目
標
達
成
に
向
け
て
組
織
的
に
取
り
組
む

１
平
成
２
６
年
１
２
月
策
定
予
定
の
「
目
標
達
成
に
向
け
て
組
織
的
に
取
り
組
む
『
芯

子
ど
も
の
力
と
意
欲
の
向
上
に
向
け
た
『
芯
の
通
っ
た
学
校
組
織
』
活
用
推
進
プ
ラ
ン
」

の
通
っ
た
学
校
組
織
』
」
推
進
プ
ラ
ン
（
次
期
計
画
）
を
踏
ま
え
、
適
正
な
校
内
人
事

（
次
期
計
画
）
を
踏
ま
え
、
適
正
な
校
内
人
事
を
含
む
教
職
員
人
事
を
通
じ
た
教
育
改

を
含
む
教
職
員
人
事
を
通
じ
た
教
育
改
革
・
学
校
改
革
を
進
め
る
。

革
・
学
校
改
革
を
進
め
る
。

２
平
成
２
３
年
１
０
月
策
定
の
大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
の
人
材
育
成
方
針
に
沿
っ
て

２
平
成
２
３
年
１
０
月
策
定
の
大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
の
人
材
育
成
方
針
に
沿
っ

て
、
人
事
異
動
を
通
じ
た
人
材
の
育
成
を
図
る
。

て
、
人
事
異
動
を
通
じ
た
人
材
の
育
成
を
図
る
。

３
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
の
人
事
評
価
結
果
や
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
適
性
、

３
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
の
人
事
評
価
結
果
や
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
適
性
、

意
欲
等
を
踏
ま
え
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
２
１
年
度

意
欲
等
を
踏
ま
え
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
２
１
年
度

以
降
の
人
事
異
動
方
針
等
の
見
直
し
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
。

以
降
の
人
事
異
動
方
針
等
の
見
直
し
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
。

４
県
全
体
の
学
校
力
の
向
上
及
び
教
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
校

４
県
全
体
の
学
校
力
の
向
上
及
び
教
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
校

長
や
市
町
村
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
広
域
人
事
を
一
層
促
進
す
る
。

長
や
市
町
村
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
広
域
人
事
を
一
層
促
進
す
る
。

５
人
事
委
員
会
と
の
共
同
実
施
に
よ
る
管
理
職
登
用
選
考
試
験
を
は
じ
め
、
教
職
員
人

５
人
事
委
員
会
と
の
共
同
実
施
に
よ
る
管
理
職
登
用
選
考
試
験
を
は
じ
め
、
教
職
員
人

事
作
業
の
各
段
階
に
お
い
て
、
公
正
か
つ
適
正
な
人
事
事
務
を
執
行
す
る
。

事
作
業
の
各
段
階
に
お
い
て
、
公
正
か
つ
適
正
な
人
事
事
務
を
執
行
す
る
。

６
教
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
及
び
市
町
村
教
育
委
員
会
の
事

６
教
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
及
び
市
町
村
教
育
委
員
会
の
事

務
局
を
は
じ
め
、
知
事
部
局
等
と
の
人
事
交
流
を
促
進
す
る
。

務
局
を
は
じ
め
、
知
事
部
局
等
と
の
人
事
交
流
を
促
進
す
る
。

７
教
職
員
人
事
全
般
（
各
学
校
に
お
け
る
主
任
の
任
命
や
分
掌
の
決
定
な
ど
を
含
む
）

７
教
職
員
人
事
全
般
（
各
学
校
に
お
け
る
主
任
の
任
命
や
分
掌
の
決
定
な
ど
を
含
む
）

に
関
し
て
、
職
務
上
知
り
得
た
情
報
の
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
職
員
団
体
や
教

に
関
し
て
、
職
務
上
知
り
得
た
情
報
の
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
職
員
団
体
や
教

育
関
係
団
体
等
外
部
か
ら
の
不
当
な
要
請
・
依
頼
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
問
わ

育
関
係
団
体
等
外
部
か
ら
の
不
当
な
要
請
・
依
頼
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
問
わ

ず
、
こ
れ
ら
を
一
切
受
け
な
い
。

ず
、
こ
れ
ら
を
一
切
受
け
な
い
。

上
記
基
本
方
針
の
も
と
、
平
成
２
７
年
度
の
定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、
次
の
方
針
に

上
記
基
本
方
針
の
も
と
、
平
成
２
８
年
度
の
定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、
次
の
方
針
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
２

人
事
異
動

第
２

人
事
異
動

１
校
長
及
び
教
頭
等
へ
の
登
用

１
校
長
及
び
教
頭
等
へ
の
登
用

（
１
）
校
長
及
び
教
頭
等
へ
の
任
用
等
に
あ
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
「
求
め
る
管
理
職
像
」
（
１
）
校
長
及
び
教
頭
等
へ
の
任
用
等
に
あ
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
「
求
め
る
管
理
職
像
」

を
踏
ま
え
て
行
う
。

を
踏
ま
え
て
行
う
。

「
目
標
達
成
に
向
け
て
組
織
的
に
取
り
組
む
『
芯
の
通
っ
た
学
校
組
織
』
」
推
進
プ
ラ

「
目
標
達
成
に
向
け
て
組
織
的
に
取
り
組
む
『
芯
の
通
っ
た
学
校
組
織
』
」
活
用
推

ン
の
全
体
像
を
十
分
に
理
解
す
る
と
と
も
に
、
主
任
制
度
な
ど
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
学

進
プ
ラ
ン
の
全
体
像
を
十
分
に
理
解
す
る
と
と
も
に
、
主
任
制
度
な
ど
の
趣
旨
を
ふ
ま

校
改
革
に
取
り
組
む
意
欲
に
富
ん
で
い
る
者

え
、
学
校
改
革
に
取
り
組
む
意
欲
に
富
ん
で
い
る
者

（
２
）
任
用
に
あ
た
っ
て
は
、
採
用
資
格
保
有
者
名
簿
の
上
位
の
者
か
ら
行
う
こ
と
を
原
則
（
２
）
任
用
に
あ
た
っ
て
は
、
採
用
資
格
保
有
者
名
簿
の
上
位
の
者
か
ら
行
う
こ
と
を
原
則

と
す
る
。
た
だ
し
、
有
効
期
間
内
の
採
用
資
格
保
有
者
名
簿
の
上
位
の
者
で
あ
り
、
か

と
す
る
。
た
だ
し
、
有
効
期
間
内
の
採
用
資
格
保
有
者
名
簿
の
上
位
の
者
で
あ
り
、
か

つ
人
事
評
価
等
が
別
に
定
め
る
水
準
以
上
の
者
か
ら
優
先
し
て
行
う
こ
と
を
原
則
と
す

つ
人
事
評
価
等
が
別
に
定
め
る
水
準
以
上
の
者
か
ら
優
先
し
て
行
う
こ
と
を
原
則
と
す

る
。

る
。

ま
た
、
行
政
等
か
ら
の
任
用
に
あ
た
っ
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
校
長
及

ま
た
、
行
政
等
か
ら
の
任
用
に
あ
た
っ
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
校
長
及

び
教
頭
等
と
し
て
任
用
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
行
う
。

び
教
頭
等
と
し
て
任
用
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
行
う
。

（
３
）
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
人
事
評
価
結
果
や
「
求
め
る
管
理
職
像
」
等
を
踏
ま
え
な
が
（
３
）
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
人
事
評
価
結
果
や
「
求
め
る
管
理
職
像
」
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
次
の
事
項
に
留
意
し
、
適
任
の
者
を
配
置
す
る
。

ら
、
次
の
事
項
に
留
意
し
、
適
任
の
者
を
配
置
す
る
。

・
校
長
に
あ
っ
て
は
、
優
れ
た
識
見
と
教
育
改
革
・
学
校
改
革
に
対
す
る
確
か
な
理

・
校
長
に
あ
っ
て
は
、
優
れ
た
識
見
と
教
育
改
革
・
学
校
改
革
に
対
す
る
確
か
な
理

念
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
指
導
力
に
富
み
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
秀
で
て
い
る
こ

念
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
指
導
力
に
富
み
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
秀
で
て
い
る
こ

と
、
具
体
的
な
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

と
、
具
体
的
な
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

・
教
頭
に
あ
っ
て
は
、
豊
か
な
知
識
・
経
験
と
教
育
改
革
・
学
校
改
革
に
対
す
る
確

・
教
頭
に
あ
っ
て
は
、
豊
か
な
知
識
・
経
験
と
教
育
改
革
・
学
校
改
革
に
対
す
る
確

か
な
理
念
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
実
践
力
・
指
導
力
に
富
み
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

か
な
理
念
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
実
践
力
・
指
導
力
に
富
み
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

を
有
し
て
い
る
こ
と
、
校
長
の
示
す
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
必

を
有
し
て
い
る
こ
と
、
校
長
の
示
す
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
責
任
感
・
企
画
力
を
有
す
る
こ
と
等

要
な
責
任
感
・
企
画
力
を
有
す
る
こ
と
等

・
事
務
長
・
市
町
村
立
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
に
あ
っ
て
は
、
優
れ
た
識
見
と
教

・
事
務
長
・
市
町
村
立
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
等
に
あ
っ
て
は
、
優
れ
た
識
見
と

育
改
革
・
学
校
改
革
に
対
す
る
確
か
な
理
念
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
指
導
力
に
富

教
育
改
革
・
学
校
改
革
に
対
す
る
確
か
な
理
念
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
指
導
力
に
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み
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
秀
で
て
い
る
こ
と
、
学
校
事
務
を
中
心
と
す
る
学
校
経

富
み
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
秀
で
て
い
る
こ
と
、
学
校
事
務
を
中
心
と
す
る
学
校

営
に
手
腕
を
有
し
実
績
を
上
げ
て
い
る
こ
と
等

経
営
に
手
腕
を
有
し
実
績
を
上
げ
て
い
る
こ
と
等

（
４
）
民
間
人
校
長
の
登
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
経
験
が
学
校
経
営
に
活
か
さ
れ
、
波
及
（
４
）
民
間
人
校
長
の
登
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
経
験
が
学
校
経
営
に
活
か
さ
れ
、
波
及

効
果
が
現
れ
る
よ
う
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
支
援
を
行
う
。

効
果
が
現
れ
る
よ
う
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
支
援
を
行
う
。

２
新
採
用

２
新
採
用

（
１
）
平
成
２
７
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
員
採
用
予
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
の
中
か
（
１
）
平
成
２
８
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
員
採
用
予
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
の
中
か

ら
採
用
す
る
。

ら
採
用
す
る
。

（
２
）
学
校
規
模
、
地
域
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
全
県
的
視
野
に
立
っ
た
均
衡
あ
る
配
置
（
２
）
学
校
規
模
、
地
域
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
全
県
的
視
野
に
立
っ
た
均
衡
あ
る
配
置

を
行
う
。

を
行
う
。

（
３
）
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
小
学
部
・
中
学
部
）
採
用
者
は
、
県
立
の
特
別
支
援
学
校
及
（
３
）
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
小
学
部
・
中
学
部
）
採
用
者
は
、
県
立
の
特
別
支
援
学
校
及

び
市
町
村
立
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
配
置
を
行
う
。

び
市
町
村
立
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
配
置
を
行
う
。

３
転
任
等

３
転
任
等

教
育
の
プ
ロ
と
し
て
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
意
識
し
、
採
用
か
ら
早

教
育
の
プ
ロ
と
し
て
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
意
識
し
、
採
用
か
ら
早

い
時
期
に
異
な
る
環
境
、
多
様
な
経
験
を
積
ま
せ
る
。

い
時
期
に
異
な
る
環
境
、
多
様
な
経
験
を
積
ま
せ
る
。

（
１
）
市
町
村
立
学
校

（
１
）
市
町
村
立
学
校

①
人
事
評
価
結
果
等
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
留
意
し
、
全
県
的
視
野
に
立
っ

①
人
事
評
価
結
果
等
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
留
意
し
、
全
県
的
視
野
に
立
っ

た
広
域
人
事
を
一
層
推
進
す
る
。

た
広
域
人
事
を
一
層
推
進
す
る
。

・
小
・
中
学
校
間
に
お
い
て
、
専
科
教
員
の
兼
務
発
令
な
ど
に
よ
り
小
中
連
携
を
強

・
小
・
中
学
校
間
に
お
い
て
、
専
科
教
員
の
兼
務
発
令
な
ど
に
よ
り
小
中
連
携
を
強

化
す
る
人
事
異
動
の
推
進

化
す
る
人
事
異
動
の
推
進

・
年
齢
、
免
許
等
を
考
慮
し
た
教
職
員
構
成
の
適
正
化

・
年
齢
、
免
許
等
を
考
慮
し
た
教
職
員
構
成
の
適
正
化

・
中
学
校
に
お
け
る
教
科
別
教
員
構
成
の
適
正
化

・
中
学
校
に
お
け
る
教
科
別
教
員
構
成
の
適
正
化

・
小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
向
上
の
た
め
の
教
職
員
の
人
材

・
小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
向
上
の
た
め
の
教
職
員
の
人
材

確
保
と
適
正
配
置

確
保
と
適
正
配
置

・
へ
き
地
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
人
材
確
保
と
適
正
配
置

・
へ
き
地
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
人
材
確
保
と
適
正
配
置

・
臨
時
講
師
比
率
の
地
域
間
格
差
の
是
正

・
臨
時
講
師
比
率
の
地
域
間
格
差
の
是
正

・
教
職
員
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
地
域
間
・
校
種
間
・
職
種
間
の
異
動
な
ど
多

・
教
職
員
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
地
域
間
・
校
種
間
・
職
種
間
の
異
動
、
教
職

様
な
経
験
が
可
能
と
な
る
適
正
配
置

大
学
院
へ
の
派
遣
な
ど
多
様
な
経
験
が
可
能
と
な
る
適
正
配
置
を
積
ま
せ
る
人
事

異
動
の
推
進

②
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
人
事
評
価
結
果
等
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
課

②
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
人
事
評
価
結
果
等
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
課

題
に
留
意
し
、
全
県
的
視
野
に
立
っ
た
広
域
人
事
を
一
層
推
進
す
る
。

題
に
留
意
し
、
全
県
的
視
野
に
立
っ
た
広
域
人
事
を
一
層
推
進
す
る
。

・
学
校
事
務
職
員
の
人
材
育
成
と
活
用

・
学
校
事
務
職
員
の
人
材
育
成
と
活
用

・
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
向
上
の
た
め
の
人
員
配
置

・
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
向
上
の
た
め
の
人
員
配
置

③
学
校
事
務
職
員
及
び
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
県
立
学
校

③
学
校
事
務
職
員
及
び
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
県
立
学
校

と
の
人
事
異
動
を
促
進
す
る
。

等
と
の
人
事
異
動
を
促
進
す
る
。

④
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
係
長
級
在
級
５
年
以
上
の
者
の
う
ち
、
勤
務
成
績
良

④
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
係
長
級
在
級
５
年
以
上
の
者
の
う
ち
、
勤
務
成
績
良

好
な
者
を
主
査
か
ら
副
主
幹
へ
登
用
す
る
。

好
な
者
を
主
査
か
ら
副
主
幹
へ
登
用
す
る
。

（
２
）
県
立
学
校

（
２
）
県
立
学
校

①
人
事
評
価
結
果
等
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
留
意
し
、
全
県
的
な
視
野
に
立

①
人
事
評
価
結
果
等
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
留
意
し
、
全
県
的
な
視
野
に
立

っ
た
適
正
な
人
事
を
行
う
。

っ
た
適
正
な
人
事
を
行
う
。

・
年
齢
、
免
許
等
を
考
慮
し
た
教
職
員
構
成
の
適
正
化

・
年
齢
、
免
許
等
を
考
慮
し
た
教
職
員
構
成
の
適
正
化

・
教
科
別
教
員
構
成
の
適
正
化

・
教
科
別
教
員
構
成
の
適
正
化

・
同
一
校
に
お
け
る
勤
務
期
間
等

・
同
一
校
に
お
け
る
勤
務
期
間
等

・
教
職
員
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
校
種
間
・
異
な
る
規
模
校
間
の
異
動
、
教
職

大
学
院
へ
の
派
遣
な
ど
多
様
な
経
験
を
積
ま
せ
る
人
事
異
動
の
推
進

②
県
全
体
の
学
校
力
・
教
育
力
を
向
上
す
る
た
め
、
普
通
科
系
高
等
学
校
と
専
門
学
科

②
県
全
体
の
学
校
力
・
教
育
力
を
向
上
す
る
た
め
、
普
通
科
系
高
等
学
校
と
専
門
学
科

系
高
等
学
校
、
大
規
模
校
と
小
規
模
校
、
全
日
制
高
等
学
校
と
定
時
制
高
等
学
校
の

系
高
等
学
校
、
大
規
模
校
と
小
規
模
校
、
全
日
制
高
等
学
校
と
定
時
制
高
等
学
校
の

人
事
異
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
推
進
す
る
。

人
事
異
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
推
進
す
る
。

③
高
等
学
校
と
特
別
支
援
学
校
の
人
事
異
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
特
別
支
援

③
高
等
学
校
と
特
別
支
援
学
校
の
人
事
異
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
特
別
支
援

教
育
の
振
興
及
び
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
。

教
育
の
振
興
及
び
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
。

④
学
校
教
育
目
標
の
達
成
と
学
校
活
性
化
を
図
る
た
め
、
教
職
員
人
事
異
動
公
募
制
度

②
学
校
教
育
目
標
の
達
成
と
学
校
活
性
化
を
図
る
た
め
、
教
職
員
人
事
異
動
公
募
制
度

を
実
施
す
る
。

を
実
施
す
る
。

⑤
学
校
事
務
職
員
及
び
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
市
町
村
立

③
学
校
事
務
職
員
及
び
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
市
町
村
立

学
校
と
の
人
事
異
動
を
促
進
す
る
。

学
校
等
と
の
人
事
異
動
を
促
進
す
る
。

④
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
踏
ま
え
、
財
務
指
導

体
制
の
強
化
や
人
材
育
成
と
活
用
等
を
念
頭
に
置
い
て
配
置
す
る
。

⑥
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
係
長
級
在
級
５
年
以
上
の
者
の
う
ち
、
勤
務
成
績
良

⑤
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
係
長
級
在
級
５
年
以
上
の
者
の
う
ち
、
勤
務
成
績
良

好
な
者
を
主
査
か
ら
副
主
幹
へ
登
用
す
る
。

好
な
者
を
主
査
か
ら
副
主
幹
へ
登
用
す
る
。

（
３
）
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
立
学
校
か
ら
の
異
動
者
は
原
則
と
し
て
上
記
（
３
）
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
立
学
校
か
ら
の
異
動
者
は
原
則
と
し
て
上
記

（
１
）
の
方
針
に
、
そ
れ
以
外
の
教
職
員
は
原
則
と
し
て
上
記
（
２
）
の
方
針
に
、
そ

（
１
）
の
方
針
に
、
そ
れ
以
外
の
教
職
員
は
原
則
と
し
て
上
記
（
２
）
の
方
針
に
、
そ

れ
ぞ
れ
従
う
。

れ
ぞ
れ
従
う
。

（
４
）
県
立
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
立
学
校
か
ら
の
異
動
者
は
原
則
と
し
て
上
記
（
１
）
（
４
）
県
立
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
立
学
校
か
ら
の
異
動
者
は
原
則
と
し
て
上
記
（
１
）

の
方
針
に
、
県
立
学
校
か
ら
の
異
動
者
は
原
則
と
し
て
上
記
（
２
）
の
方
針
に
、
そ
れ

の
方
針
に
、
県
立
学
校
か
ら
の
異
動
者
は
原
則
と
し
て
上
記
（
２
）
の
方
針
に
、
そ
れ

ぞ
れ
従
う
。

ぞ
れ
従
う
。

第
３

副
校
長
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
の
配
置

第
３

副
校
長
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
の
配
置

校
長
が
そ
の
指
導
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
組
織
運
営
体
制
、
指
導
体
制
の
充
実
や
学

校
長
が
そ
の
指
導
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
組
織
運
営
体
制
、
指
導
体
制
の
充
実
や
学

校
組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
必
要
と
認
め
る
学
校
に
副
校
長
、
主
幹
教
諭
、
校
組
織
の
活
性
化
を
図
る
各
学
校
に
お
け
る
教
育
課
題
の
解
決
・
目
標
達
成
に
向
け
た
組
織

指
導
教
諭
を
配
置
す
る
。

的
な
取
組
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
、
引
き
続
き
必
要
と
認
め
る
学
校
に
副
校
長
、
主
幹
教

諭
、
指
導
教
諭
を
効
果
的
に
配
置
す
る
。

な
お
、
主
幹
教
諭
の
任
用
に
あ
た
っ
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
教
頭
採
用
資

な
お
、
主
幹
教
諭
の
任
用
に
あ
た
っ
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
教
頭
採
用
資

格
保
有
者
名
簿
の
登
載
者
の
中
か
ら
、
名
簿
の
有
効
期
間
中
に
限
り
、
教
頭
に
任
用
さ
れ
な
格
保
有
者
名
簿
の
登
載
者
の
中
か
ら
、
名
簿
の
有
効
期
間
中
に
限
り
、
教
頭
に
任
用
さ
れ
な

い
者
を
、
主
幹
教
諭
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

い
者
を
、
主
幹
教
諭
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
４

退
職

第
４

退
職

１
希
望
退
職
者
の
募
集
等

１
希
望
退
職
者
の
募
集
等

別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
。

別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
。

２
再
雇
用
制
度

２
再
雇
用
制
度

再
雇
用
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
勤
務
内
容
を
考
慮
し
、
適
材
適
所
の
観
点
か
ら
、

再
雇
用
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
勤
務
内
容
を
考
慮
し
、
適
材
適
所
の
観
点
か
ら
、

教
職
員
定
数
の
範
囲
内
で
再
任
用
又
は
非
常
勤
職
員
と
し
て
配
置
す
る
。

教
職
員
定
数
の
範
囲
内
で
再
任
用
又
は
非
常
勤
職
員
と
し
て
配
置
す
る
。

ま
た
、
若
手
教
職
員
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
指
導
力
に
優
れ
る
教
職
員
の
再
雇
用

ま
た
、
若
手
教
職
員
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
指
導
力
に
優
れ
る
教
職
員
の
再
雇
用

配
置
を
促
進
し
て
い
く
。

配
置
を
促
進
し
て
い
く
。

［第２号議案］
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平
成
２
８
年
度

大
分
県
公
立
小
・
中
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
実
施
要
綱

新
旧
対
照

現
行

平
成
２
８
年
度

平
成
２
７
年
度

大
分
県
公
立
小
・
中
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
実
施
要
綱

平
成
２
８
年
度

大
分
県
公
立
小
・
中
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
実
施
要
綱
（
案
）

（
平
成
２
６
年
１
１
月
４
日
教
育
委
員
会
議
決
）

（
平
成
２
７
年
１
１
月
４
日
教
育
委
員
会
議
決
）

１
目

的
１

目
的

こ
の
要
綱
は
、
「
平
成
２
７
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
方
針
」
に
基
づ
き
、

こ
の
要
綱
は
、
「
平
成
２
８
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
方
針
」
に
基
づ
き
、

公
立
小
・
中
学
校
教
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
公
立
小
・
中
学
校
教
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
異
動
基
準

２
異
動
基
準

（
１
）
用
語
の
定
義

（
１
）
用
語
の
定
義

「
広
域
的
な
異
動
」
と
は
、
（
２
）
に
示
す
人
事
地
域
間
の
異
動
を
い
う
。

「
広
域
的
な
異
動
」
と
は
、
（
２
）
に
示
す
人
事
地
域
間
の
異
動
を
い
う
。

「
標
準
規
模
以
上
の
学
校
」
と
は
、
原
則
と
し
て
小
学
校
１
０
学
級
以
上
、
中
学
校
６
学
級

「
標
準
規
模
以
上
の
学
校
」
と
は
、
原
則
と
し
て
小
学
校
１
０
学
級
以
上
、
中
学
校
６
学
級

以
上
の
学
校
を
い
う
。

以
上
の
学
校
を
い
う
。

（
２
）
人
事
地
域

（
２
）
人
事
地
域

人
事
地
域
は
次
の
１
４
地
域
と
す
る
。

人
事
地
域
は
次
の
１
４
地
域
と
す
る
。

１
中
津
市

２
宇
佐
市

３
豊
後
高
田
市

１
中
津
市

２
宇
佐
市

３
豊
後
高
田
市

４
国
東
市
・
姫
島
村

５
杵
築
市
・
日
出
町

６
別
府
市

４
国
東
市
・
姫
島
村

５
杵
築
市
・
日
出
町

６
別
府
市

７
由
布
市

８
大
分
市

９
臼
杵
市
・
津
久
見
市

７
由
布
市

８
大
分
市

９
臼
杵
市
・
津
久
見
市

１
０

佐
伯
市

１
１

竹
田
市

１
２

豊
後
大
野
市

１
０

佐
伯
市

１
１

竹
田
市

１
２

豊
後
大
野
市

１
３

日
田
市

１
４

玖
珠
町
・
九
重
町

１
３

日
田
市

１
４

玖
珠
町
・
九
重
町

次
に
掲
げ
る
学
校
等
に
つ
い
て
は
人
事
地
域
と
み
な
す
。

次
に
掲
げ
る
学
校
等
に
つ
い
て
は
人
事
地
域
と
み
な
す
。

Ａ
離
島
（
姫
島
）
に
あ
る
学
校

Ａ
離
島
（
姫
島
）
に
あ
る
学
校

Ｂ
大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校

Ｂ
大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校

Ｃ
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
附
属
学
校
園

Ｃ
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
附
属
学
校
園

Ｄ
児
童
相
談
所

Ｄ
児
童
相
談
所

Ｅ
教
育
委
員
会
事
務
局
等

Ｅ
教
育
委
員
会
事
務
局
等

Ｆ
在
外
教
育
施
設

Ｆ
在
外
教
育
施
設

Ｇ
採
用
前
の
臨
時
講
師
歴
（
大
分
県
に
お
け
る
県
費
負
担
の
臨
時
講
師
歴
（
病
気
休
暇
代

替
等
を
含
む
）
の
合
計
が
７
年
（
８
４
月
）
以
上
あ
る
場
合

Ｈ
他
都
道
府
県
に
お
け
る
教
員
歴
（
他
都
道
府
県
の
国
公
立
学
校
の
正
規
教
員
と
し
て
５

年
（
６
０
月
）
以
上
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
）

（
３
）
管
理
職
人
事

（
３
）
管
理
職
人
事

①
全
県
的
な
教
育
水
準
の
向
上
と
均
衡
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
広
域
的
な
異
動
を

①
全
県
的
な
教
育
水
準
の
向
上
と
均
衡
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
広
域
的
な
異
動
を

積
極
的
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
種
別
間
及
び
行
政
等
と
の
異
動
に
努
め
る
。

積
極
的
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
種
別
間
及
び
行
政
等
と
の
異
動
に
努
め
る
。

②
市
町
村
立
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
所
長
に
つ
い
て
は

②
市
町
村
立
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
所
長
に
つ
い
て
は

地
域
ご
と
の
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
事
配
置
を
行
う
。

地
域
ご
と
の
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
事
配
置
を
行
う
。

（
４
）
一
般
教
職
員
人
事

（
４
）
一
般
教
職
員
人
事

①
人
事
評
価
結
果
や
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
適
性
、
意
欲
を
生
か
し
た
人
事
配
置
に

①
人
事
評
価
結
果
や
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
適
性
、
意
欲
を
生
か
し
た
人
事
配
置
に

努
め
る
。

努
め
る
。

②
原
則
と
し
て
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
は
異
動
の
対
象
と
し
、
特
に
同
一
校
在
職
６
年

②
原
則
と
し
て
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
は
異
動
の
対
象
と
し
、
特
に
同
一
校
在
職
６
年

以
上
の
者
は
積
極
的
に
異
動
を
推
進
す
る
。

以
上
の
者
は
積
極
的
に
異
動
を
推
進
す
る
。

③
早
い
時
期
に
広
域
的
な
異
動
を
経
験
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
原
則
と
し
て
、
新
採
用
か
ら

③
早
い
時
期
に
広
域
的
な
異
動
を
経
験
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
原
則
と
し
て
、
新
採
用
か
ら

お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
３
つ
以
上
の
人
事
地
域
を
勤
務
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
間
、
標
準

お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
３
つ
以
上
の
人
事
地
域
を
勤
務
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
間
、
標
準

規
模
以
上
の
学
校
を
１
校
以
上
経
験
す
る
。

規
模
以
上
の
学
校
を
１
校
以
上
経
験
す
る
。

④
原
則
と
し
て
、
同
一
人
事
地
域
に
１
２
年
以
上
在
職
す
る
者
は
、
広
域
的
な
異
動
を
積
極
的

④
原
則
と
し
て
、
同
一
人
事
地
域
に
１
２
年
以
上
在
職
す
る
者
は
、
広
域
的
な
異
動
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

に
推
進
す
る
。

⑤
原
則
と
し
て
、
校
内
人
事
に
お
け
る
学
級
担
任
は
、
正
規
職
員
を
配
置
す
る
。

⑤
原
則
と
し
て
、
校
内
人
事
に
お
け
る
学
級
担
任
は
、
正
規
職
員
を
配
置
す
る
。

⑥
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
特
別
支
援
学
校
と
の
人
事
異
動
を
推
進
し
、

⑥
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
特
別
支
援
学
校
と
の
人
事
異
動
を
推
進
し
、

異
動
後
の
配
置
に
お
い
て
、
特
別
支
援
教
育
の
中
核
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
。

異
動
後
の
配
置
に
お
い
て
、
特
別
支
援
教
育
の
中
核
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
。

⑦
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
を
異
動
の
対
象
と
し
、

⑦
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
を
異
動
の
対
象
と
し
、

市
町
村
立
学
校
、
県
立
学
校
及
び
教
育
委
員
会
と
の
人
事
異
動
を
促
進
す
る
。

市
町
村
立
学
校
、
県
立
学
校
及
び
教
育
委
員
会
と
の
人
事
異
動
を
促
進
す
る
。

⑧
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
一
校
及
び
同
一
支
援
セ
ン
タ
ー
在
職
３
年

⑧
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
一
校
及
び
同
一
支
援
セ
ン
タ
ー
在
職
３
年

以
上
の
者
を
異
動
の
対
象
と
し
、
市
町
村
立
学
校
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、
県
立
学
校
及
び
教
育

以
上
の
者
を
異
動
の
対
象
と
し
、
市
町
村
立
学
校
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、
県
立
学
校
及
び
教
育

委
員
会
と
の
人
事
異
動
を
推
進
す
る
。

委
員
会
と
の
人
事
異
動
を
推
進
す
る
。

⑨
学
校
事
務
職
員
は
、
別
途
定
め
る
配
置
基
準
に
基
づ
き
配
置
す
る
。

⑨
学
校
事
務
職
員
は
、
別
途
定
め
る
配
置
基
準
に
基
づ
き
配
置
す
る
。

（
５
）
新
採
用
教
職
員
人
事

（
５
）
新
採
用
教
職
員
人
事

①
全
県
的
視
野
に
立
ち
配
置
す
る
。

①
全
県
的
視
野
に
立
ち
配
置
す
る
。

②
原
則
と
し
て
標
準
規
模
以
上
の
学
校
に
配
置
す
る
。

②
原
則
と
し
て
標
準
規
模
以
上
の
学
校
に
配
置
す
る
。

③
原
則
と
し
て
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
は
、
広
域
的
な
異
動
の
対
象
と
し
、
積
極
的
に

③
原
則
と
し
て
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
は
、
広
域
的
な
異
動
の
対
象
と
し
、
積
極
的
に

推
進
す
る
。

推
進
す
る
。

な
お
、
平
成
２
４
年
度
以
降
の
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
小
学
部
・
中
学
部
）
採
用
者
で
、

な
お
、
平
成
２
４
年
度
以
降
の
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
小
学
部
・
中
学
部
）
採
用
者
で
、

市
町
村
立
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
勤
務
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
在
職
３
年
以

市
町
村
立
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
勤
務
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
在
職
３
年
以

上
の
者
を
異
動
対
象
と
し
、
県
立
の
特
別
支
援
学
校
と
の
人
事
異
動
を
行
う
。

上
の
者
を
異
動
対
象
と
し
、
県
立
の
特
別
支
援
学
校
と
の
人
事
異
動
を
行
う
。

④
学
校
事
務
職
員
は
、
教
育
委
員
会
、
市
町
村
立
学
校
ま
た
は
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
。

④
学
校
事
務
職
員
は
、
教
育
委
員
会
、
市
町
村
立
学
校
ま
た
は
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
。

［第２号議案］
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平
成
２
８
年
度

大
分
県
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
実
施
要
綱
新
旧
対
照

現
行

平
成
２
８
年
度

平
成
２
７
年
度

大
分
県
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
実
施
要
綱

（
平
成
２
６
年
１
１
月
４
日
教
育
長
決
裁
）

１
目

的

こ
の
要
綱
は
、
「
平
成
２
７
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
方
針
」
に

基
づ
き
、
大
分
県
立
学
校
教
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

２
異
動
基
準

（
１
）
行
政
区

行
政
区
は
市
町
村
単
位
と
し
、
よ
り
一
層
の
適
材
適
所
の
配
置
に
努
め
る
。

た
だ
し
、
大
分
豊
府
中
学
校
、
定
時
制
高
校
、
通
信
制
高
校
、
教
育
委
員
会
等

（
附
属
特
別
支
援
学
校
・
附
属
中
学
校
を
含
む
）
は
、
別
行
政
区
と
し
て
扱
う
。

（
２
）
管
理
職
人
事

①
各
学
校
に
お
け
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
異
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
種
別
間
及
び
課
程
間
、
行
政
等
と
の

異
動
に
努
め
る
。

②
事
務
長
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
教
育
委
員
会
事
務
局
間
と
の
異
動
を
推
進
す

る
。

（
３
）
一
般
教
職
員
人
事

①
人
事
評
価
等
を
踏
ま
え
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
特
性
や
能
力
を
生
か
し
た

異
動
に
努
め
る
。

②
原
則
と
し
て
、
転
任
は
行
政
区
を
変
え
る
も
の
と
し
、
広
域
的
な
人
事
異
動

を
推
進
す
る
。

③
原
則
と
し
て
、
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
を
異
動
の
対
象
と
し
、
以
下
の

者
の
異
動
を
推
進
す
る
。

Ａ
：

新
採
用
の
学
校
に
３
年
以
上
在
職
す
る
者

Ｂ
：

２
校
目
の
学
校
に
３
年
以
上
在
職
す
る
者

Ｃ
：

３
校
目
以
後
の
学
校
に
６
年
以
上
在
職
す
る
者

④
教
職
員
の
適
正
配
置
及
び
人
材
育
成
の
推
進
を
図
る
た
め
、
採
用
か
ら
早
い

時
期
に
普
通
科
高
校
と
専
門
高
校
間
の
異
動
を
推
進
す
る
。

⑤
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
高
等
学
校
か
ら
特
別
支
援
学
校

へ
の
異
動
を
推
進
す
る
。

⑥
新
設
校
等
の
支
援
及
び
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
別
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
教
職
員
人
事
異
動
公
募
制
度
を
実
施
す
る
。

⑦
原
則
と
し
て
、
特
別
支
援
学
校
へ
異
動
す
る
者
は
、
特
別
支
援
学
校
免
許
所

有
者
と
し
、
所
有
し
て
い
な
い
者
は
、
異
動
後
に
特
別
支
援
学
校
免
許
を
取
得

す
る
こ
と
と
す
る
。

⑧
課
程
間
、
異
校
種
間
、
行
政
等
と
の
人
事
交
流
を
推
進
す
る
。

⑨
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
を
異
動

の
対
象
と
し
県
立
学
校
と
市
町
村
立
学
校
及
び
教
育
委
員
会
と
の
人
事
異
動
を

促
進
す
る
。

⑩
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
一
校
在
職
３
年
以
上
で
異
動
対
象
と
し
、

教
育
委
員
会
、
市
町
村
立
学
校
、
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
人
事
異
動
を
促
進
す

る
。

⑪
学
校
司
書
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
県
立
図
書
館
と
の
人
事
異

動
を
推
進
す
る
。

⑫
平
成
２
４
年
度
以
降
の
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
小
学
部
・
中
学
部
）
採
用
者

は
、
県
立
の
特
別
支
援
学
校
及
び
市
町
村
立
学
校
の
特
別
支
援
学
級
と
の
人
事

交
流
を
推
進
す
る
。

（
４
）
新
採
用
教
職
員
人
事

①
原
則
と
し
て
、
高
等
学
校
は
、
適
正
規
模
（
１
学
年
４
学
級
以
上
）
の
学
校

に
配
置
す
る
。

②
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
小
学
部
・
中
学
部
）
採
用
者
は
、
県
立
の
特
別
支
援

学
校
及
び
市
町
村
立
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
配
置
す
る
。

（
５
）
留
意
事
項

①
学
校
運
営
上
等
の
必
要
が
あ
れ
ば
異
動
対
象
者
以
外
の
異
動
を
行
う
。

②
別
府
市
立
別
府
商
業
高
等
学
校
は
、
別
府
市
の
学
校
に
準
じ
る
。

③
定
時
制
高
校
間
及
び
同
一
行
政
区
内
の
高
校
と
特
別
支
援
学
校
の
異
動
を
認

め
、
か
つ
行
政
区
を
変
更
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
。

④
原
則
と
し
て
、
小
・
中
学
校
・
高
等
学
校
採
用
者
の
特
別
支
援
学
校
間
（
大

分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
を
除
く
）
異
動
は
、
行
わ
な
い
。

平
成
２
８
年
度

大
分
県
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
実
施
要
綱
（
案
）

（
平
成
２
７
年
１
１
月
４
日
教
育
長
決
裁
）

１
目

的

こ
の
要
綱
は
、
「
平
成
２
８
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
職
員
定
期
人
事
異
動
方
針
」
に

基
づ
き
、
大
分
県
立
学
校
教
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

２
異
動
基
準

（
１
）
行
政
区

行
政
区
は
市
町
村
単
位
と
し
、
よ
り
一
層
の
適
材
適
所
の
配
置
に
努
め
る
。

た
だ
し
、
大
分
豊
府
中
学
校
、
定
時
制
高
校
、
通
信
制
高
校
、
教
育
委
員
会
、

大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
附
属
学
校
園
等
（
附
属
特
別
支
援
学
校
・
附
属
中

学
校
を
含
む
）
は
、
別
行
政
区
と
し
て
扱
う
。

（
２
）
管
理
職
人
事

①
各
学
校
に
お
け
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
異
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
種
別
間
及
び
課
程
間
、
行
政
等
と
の

異
動
に
努
め
る
。

②
事
務
長
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
の
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
事
配
置

を
行
い
、
学
校
と
教
育
委
員
会
事
務
局
間
と
の
異
動
を
推
進
す
る
。

（
３
）
一
般
教
職
員
人
事

①
人
事
評
価
等
を
踏
ま
え
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
特
性
や
能
力
、
適
性
、
意

欲
を
生
か
し
た
異
動
に
努
め
る
。

②
原
則
と
し
て
、
転
任
は
行
政
区
を
変
え
る
も
の
と
し
、
広
域
的
な
人
事
異
動

を
推
進
す
る
。

③
原
則
と
し
て
、
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
を
異
動
の
対
象
と
し
、
以
下
の

者
の
異
動
を
推
進
す
る
。

Ａ
：

新
採
用
の
学
校
に
３
年
以
上
在
職
す
る
者

Ｂ
：

２
校
目
の
学
校
に
３
年
以
上
在
職
す
る
者

Ｃ
：

３
校
目
以
後
の
学
校
に
６
年
以
上
在
職
す
る
者

④
教
職
員
の
適
正
配
置
及
び
人
材
育
成
の
推
進
を
図
る
た
め
、
採
用
か
ら
早
い

時
期
に
普
通
科
高
校
と
専
門
高
校
間
の
異
動
を
推
進
す
る
。

⑤
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
高
等
学
校
か
ら
特
別
支
援
学
校

へ
の
異
動
を
推
進
す
る
。

⑥
新
設
校
等
の
支
援
及
び
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
別
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
教
職
員
人
事
異
動
公
募
制
度
を
実
施
す
る
。

⑦
原
則
と
し
て
、
特
別
支
援
学
校
へ
異
動
す
る
者
は
、
特
別
支
援
学
校
免
許
所

有
者
と
し
、
所
有
し
て
い
な
い
者
は
、
異
動
後
に
特
別
支
援
学
校
免
許
を
取
得

す
る
こ
と
と
す
る
。

⑧
課
程
間
、
異
校
種
間
、
行
政
教
育
委
員
会
等
と
の
人
事
交
流
異
動
を
推
進
す

る
。

⑨
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
一
校
在
職
３
年
以
上
の
者
を
異
動

の
対
象
と
し
県
立
学
校
と
市
町
村
立
学
校
及
び
教
育
委
員
会
と
の
人
事
異
動
を

促
進
す
る
。

⑩
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
一
校
在
職
３
年
以
上
で
異
動
対
象
と
し
、

教
育
委
員
会
、
市
町
村
立
学
校
、
市
町
村
立
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
人
事

異
動
を
促
進
す
る
。

⑪
学
校
司
書
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
県
立
図
書
館
等
と
の
人
事

異
動
を
推
進
す
る
。

⑫
平
成
２
４
年
度
以
降
の
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
小
学
部
・
中
学
部
）
採
用
者

は
、
県
立
の
特
別
支
援
学
校
及
び
市
町
村
立
学
校
の
特
別
支
援
学
級
と
の
人
事

交
流
を
推
進
す
る
。

（
４
）
新
採
用
教
職
員
人
事

①
原
則
と
し
て
、
高
等
学
校
は
、
適
正
規
模
（
１
学
年
４
学
級
以
上
）
の
学
校

に
配
置
す
る
。

②
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
小
学
部
・
中
学
部
）
採
用
者
は
、
県
立
の
特
別
支
援

学
校
及
び
市
町
村
立
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
配
置
す
る
。

（
５
）
留
意
事
項

①
学
校
運
営
上
等
の
必
要
が
あ
れ
ば
異
動
対
象
者
以
外
の
異
動
を
行
う
。

②
別
府
市
立
別
府
商
業
高
等
学
校
は
、
別
府
市
の
学
校
に
準
じ
る
。

③
定
時
制
高
校
間
及
び
同
一
行
政
区
内
の
高
校
と
特
別
支
援
学
校
の
異
動
を
認

め
、
か
つ
行
政
区
を
変
更
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
。

④
原
則
と
し
て
、
小
・
中
学
校
・
高
等
学
校
採
用
者
の
特
別
支
援
学
校
間
（
大

分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
を
除
く
）
異
動
は
、
行
わ
な
い
。

［第２号議案］

-12-



H27.11.4

教育人事課

義務教育課

公立学校職員の検定中教科書に係る不適切な対応について

１ 当該職員

大分市立中学校長 （５０歳代）

２ 概要

・平成２６年８月２３日（土）三省堂主催の「編集会議」に出席（11府県）。

・懇親会には３０分程度出席。

・航空券、大分空港バス代とホテル宿泊は三省堂が準備。

・編集手当として５万円受領。・・・・（５万円は返納済み）

３ 経 過

平成２６年８月 三省堂主催の編集会議に参加（２３日）

平成２７年７月 大分市中学校教科書採択事務調査研究員会英語種目部長

平成２７年８月 教科書採択決定

平成２７年９月 事案発覚

平成２７年９～１０月 大分市教委から県教委へ報告

４ 文部科学省の対応

１０月３０日（金） ① 三省堂に対して、公文書による指導

② 教科書協会に対して、公文書による指導

５ 教科書採択について

大分市教委の見解：「教科書採択については適正に採択された」

６ 今後の対応

事実関係を確認の上、適切に判断する。

［資料＿報告①］

-1-


